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担当課補助率及び補助金補　助　対　象事業名  及び   受付期間 

地域整備課

� 784 ー

4852

20％
(限度額10万円)

過去に補助金
の交付を受け
たもの・住宅
は、交付でき
ないか、限度
額との差額に
なります

町内に所在する個人所有の住
宅及び併用住宅のリフォーム
工事を行うもの

　湯沢町住宅
　　リフォーム支援事業
　（4月1日～12月26日）

20％
(限度額10万円)

町内に所在する事業用施設の
リフォーム工事を行うもの

　湯沢町事業用施設
　　リフォーム支援事業
　（4月1日～12月26日）

13.2％～ 17.6％
(限度額44万円)

克雪住宅（融雪式・耐雪式・
落雪式）を新築・増築または
改良するもの

　湯沢町克雪
　　すまいづくり支援事業
　（4月1日～10月31日）

6～ 8万円
昭和 56 年 5月 31 日以前に
建築された木造建築物の耐震
診断を行うもの

　湯沢町木造住宅
　　　耐震診断支援事業
　（4月1日～10月31日）

3分の 1を補助
(限度額50万円)

昭和 56 年 5月 31 日以前に
建築された木造建築物の耐震
改修を行うもの

　湯沢町木造住宅
　　　耐震改修支援事業
　（4月1日～10月31日）

健康福祉課

� 784 ー

4560

50％～ 100％
( 補助基準額上限
50万円。ただし
介護保険対象者
は 30万円 )

対象者（介護保険の要介護・要支援の判定を
受けているか、身体障害者手帳 1・2級、療育
手帳 Aのいずれかを所持している方）または
その親族が所有し、かつ対象者が居住する　
既存の住宅について、バリアフリー等の工事
を行うもの

　高齢者・障がい者向け
　　　　　住宅整備事業
　（通年）

限度額 18万円
要介護者等が自宅に手すりを取付ける等の　
住宅改修を行うもの

　介護保険における
　　　　　住宅改修事業
　（通年）
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町では、皆さんの住宅環境の向上を目的に、予算の範囲内におい

て補助を行います。詳細につきましては、各担当課へお問い合わせ
ください。また、町のホームページからもご覧いただけます。
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学
校
体
育
施
設
及
び
旧
小
学
校
体
育
施
設

を
定
期
的（
平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３

２６

２７

月
）に
交
流
・
活
動
に
利
用
す
る
団
体
・
サ
ー
ク

ル
・
グ
ル
ー
プ（
社
会
教
育
関
係
団
体
）の
利
用

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

利
用
可
能
な
学
校
体
育
施
設
及
び
旧
小
学

校
体
育
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
学
校
体
育
施
設

　

湯
沢
学
園
の
第
二
体
育
館
、格
技
場
、グ
ラ

ウ
ン
ド（
現
湯
沢
中
学
校
）

※
湯
沢
学
園
の
第
二
体
育
館
、格
技
場
は
工
事

の
為
７
月
７
日�
か
ら
８
月　

日�
ま
で　

３１

利
用
で
き
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
旧
小
学
校
体
育
施
設

　

旧
湯
沢
小
、旧
神
立
小
、旧
土
樽
小
、旧
三
俣

小
の
体
育
館
、グ
ラ
ウ
ン
ド

※
旧
小
学
校
は
、冬
季
間
除
雪
を
行
わ
な
い
為

利
用
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
許
可
期
間
中
で
あ
っ

て
も
、利
用
制
限
も
し
く
は
取
消
し
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切　

４
月　

日�
１０

提
出
書
類　

湯
沢
町
立
小
中
学
校
等
体
育
施

　
　
　
　
　

設
開
放
願
、会
員
名
簿

提
出
場
所　

湯
沢
町
公
民
館

※
使
用
希
望
日
が
重
複
し
た
団
体
に
は
、公
民

館
か
ら
抽
選
方
法
な
ど
を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

問　

湯
沢
町
公
民
館　�
７
８
４
・
２
４
６
０

　

総
務
課  
防
災
管
財
班

　
�
７
８
４
・
３
４
５
１

　

剪
定
枝
の
無
料
搬
入

　
　

４
月
１
日
〜
５
月　

日
ま
で

３１

【
搬
入
場
所
】

　

南
魚
沼
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
可
燃
ご
み
処

理
施
設（
南
魚
沼
市
島
新
田
）

【
受
入
基
準
】

�
無
料
受
入
は
一
般
家
庭
の
み
。長
さ
２
m
以

　

下
、太
さ　

㎝
以
下
の
枝
が
対
象
で
す
。

１５

�
紐
で
一
重
巻
き
に
し
、番
線
や
ト
ラ
ロ
ー
プ

　

で
は
し
ば
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
木
の
幹
や
根
、野
菜
や
花
の
茎
、腐
敗
し
て

　

い
る
木
、建
築
廃
材
等
は
対
象
外
で
す
。

�
無
料
と
有
料
対
象
の
も
の
を
、混
在
し
て
搬

　

入
す
る
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

事
業
者
は
有
料（　

㎏
ご
と
に　

円
、破
砕

１０

７５

の
場
合
は
１
５
０
円
）と
な
り
ま
す
が
、一
般

家
庭
か
ら
剪
定
枝
の
処
分
を
依
頼
さ
れ
た
事

業
者
は
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

指
定
の
同
意
書
に
必
要
事
項
を
記
入
押
印

し
、南
魚
沼
市
廃
棄
物
対
策
課（
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
内
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
意
書
の
用
紙
は
湯
沢
町
役
場
町
民
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
今
後
の
取
り
扱
い
】

　

今
後
は
今
回
の
無
料
受
入
期
間
を
最
後
に

無
料
受
付
を
終
了
し
ま
す
。平
成　

年
度
以
降

２７

は
年
間
を
通
し
て
、剪
定
枝
も
有
料
と
な
り
ま

す
が
、引
き
続
き
、ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
容
器
包
装
ご
み
の

　
　
　
　
　
　
　

分
別
が
変
わ
り
ま
す

　

容
器
包
装
ご
み
の
分
別
を
３
種
類
か
ら
２

種
類
に
変
更
し
ま
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
を
混
ぜ
ず

に
分
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
ポ
イ
ン
ト

�
「
白
ト
レ
イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」は「
そ
の

　

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
」に
入
れ

　

て
、「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

　

類
」の
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
細
か
く
割
っ
て
出
し

　

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問　

町
民
課　
�
７
８
４
・
３
４
５
３

町
で
は
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
、

年
３
回
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
１

２６

回
目
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
相

談
は
予
約
制
で
、相
談
時
間
は
１
人　

分
で
す

３０

（
定
員
６
名
）。
受
付
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

４
月　

日�
１８

　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

場　

湯
沢
町
役
場　

２
階　

応
接
室

申
・
問　

総
務
課　

庶
務
班

　
　
　
�
７
８
４
・
３
４
５
１
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新
潟
県
弁
護
士
会
に

　

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

�

� �

�

町町かからら

　

学
校（
湯
沢
学
園
、旧
小

　

学
校
）体
育
施
設
利
用

�

� �

�

町町かからら

　

町
民
課
よ
り
お
知
ら
せ

�

� �

�

町町かからら

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

湯
沢
町
と
新
潟
県
南
魚
沼
地
域
振
興
局
、 

中
越
森
林
管
理
署
は
、去
る
３
月
３
日
に　

「
森
林
整
備
に
関
す
る
共
同
施
業
の
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
協
定
は
、森
林
作
業
道
の
開
設
や
効 

率
的
な
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
民
有
林
と 

国
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
施
業
す
る
こ
と
で
、

合
理
的
か
つ
低
コ
ス
ト
な
森
林
整
備
が
可
能

と
な
り
、森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、持
続

的
な
循
環
利
用
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

写
真
右
か
ら　

北
村
昌
三 
中
越
森
林
管
理
署
長

　
　
　
　
　
　

田
村
正
幸 
湯
沢
町
長

　
　
　
　
　
　

大
橋
直
樹 
南
魚
沼
地
域
振
興
局
長

�
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日：日時・期間　　場：会場　　内：内容　　対：対象・定員　　費：参加費・入場料　　持：持ち物　　申：申し込み　　問：問い合わせ

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春 の全国交通安全運動 �/���～���

��������	
��
　ドライバーの皆さんは、子どもを見かけ
たら減速して注意するとともに、思いやり
を持った運転で子どもたちを交通事故から
守りましょう。

　　　断歩道では歩行者が優先です。
　　　横断歩道付近ではいつでも
止まれる速度で徐行し、
歩行者を優先させ
ましょう。

いよいよ新入学期です。元気に保育園、小・中学校に通う子どもの姿が多く
見受けられます。子どもたちがあげている小さな手を見つけたら、車を停車さ
せて、横断が終わるまで待つなど、思いやりのある運転を心がけましょう。
特にこの時期は、道路の横断に不慣れな新入学生など小さな子どもが多い
です。横断歩道では歩行者や自転車が優先であることを再確認し、横断歩道が
あるところ以外でも常に歩行者や自転車には気をつけて運転しましょう。

 「春風に  のせよう

マナーと  思いやり」 

 問　町民課　� 784 ー 3453

横

　

助
成
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

対
象
者（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

　

〇
昭
和　

年
４
月
１
日
〜
昭
和　

年
３
月

１４

１５

　
　
　

日
生
ま
れ
の
方

３１

　

〇
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
日
に
お
い
て
も　

　
　

湯
沢
町
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

　

〇
湯
沢
町
に
住
所
が
あ
り
、か
つ
国
民
健
康

　
　

保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

受
診
で
き
る
検
診
機
関

　

湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー（
町
立
湯
沢
病
院
）

費
用
助
成
金
額

　

２
３，
６
０
０
円

申
込
方
法

　

保
険
証
と
認
印
を
持
参
し
、健
康
福
祉
課
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

　

４
月　

日�
ま
で

１８

対
象
者（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

　

〇
受
診
日
に
お
い
て
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

　
　

町
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し

　
　

て
い
る
方

　

〇
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

　

〇
平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３
月
ま
で

２６

２７

　
　

の
間
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方

　

※
平
成　

年
度
に
町
が
実
施
す
る
巡
回
健

２６

　

診
ま
た
は
施
設
健
診
を
受
診
す
る
予
定
の

　

方
や
、定
期
的
に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い

　

る
方
は
費
用
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

費
用
助
成
金
額

　

１
０，
０
０
０
円

申
込
方
法

　

保
険
証
と
認
印
を
持
参
し
、人
間
ド
ッ
ク
受

診
前
に
健
康
福
祉
課
に
費
用
助
成
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。窓
口
で
申
請
書
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、受
診
後
に
領
収
書
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、ご
本
人
様
の
口
座

に
お
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
は
健
診
機
関
に
ご
本

人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

６
月　

日�
ま
で

３０

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
期
限
前
に
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
注
意
事
項

　

湯
沢
町
国
保
の
方
で
、平
成　

年
度
中
に　

２６

７５

歳
に
な
る
方
は
、誕
生
日
前
に
受
診
す
る
と
国

保
の
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。誕
生
日
後
に
受
診
す
る
と
後

期
高
齢
の
費
用
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

�
そ
の
他

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、町
が
実
施
す
る
巡
回
健
診
ま
た
は
施
設

健
診
は
無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

健
康
福
祉
課　
�
７
８
４
・
４
５
６
０

　

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の　

　

追
加
申
請
に
つ
い
て

�

� �

�

町町かからら

�����������
　最近、子どもの交通事故は減少傾向にありますが、幼児や児童は
思慮判断に乏しく、交通事故の被害に遭いやすいのが現状です。ド
ライバーのみなさんが注意して運転することはもちろんですが、
保護者の皆さんも下記の点について子どもに教えてください。

　　　ず保護者が子どもの手本になりましょう。子どもは大人の
　　　まねをします。保護者自身が交通ルールを守り、子どもの手
本となるように努めましょう。

　　　ぜ道路への飛び出しが危険であるかを理解させましょう。
　　　道路を横断するときの事故が圧倒的に多く、特に「飛び出
し」事故が多くなっています。道路を横断する際は、必ず一旦停止
し、左右の安全を確かめることが習慣となるようにしましょう。

ま

な

　

後
期
高
齢
者
の

　

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成

�

� �

�

町町かからら
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災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
や
、安
心
・
安

全
に
関
す
る
情
報
を
、町
民
の
皆
さ
ん
が
登
録

し
た「
携
帯
電
話
」「
パ
ソ
コ
ン
」へ
随
時
電
子

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

配
信
さ
れ
る
情
報
は
、総
合
案
内
と
緊
急
情

報
に
な
り
ま
す
。情
報
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、登
録
方
法
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
す
る
情
報

　

〇
総
合
案
内

　
　
（
利
用
案
内
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
案
内
な
ど
）

　

〇
緊
急
情
報

　
　
（
災
害
情
報
、防
災
情
報
、気
象
情
報
、　

　
　
  
防
犯
情
報
な
ど
）

　

※
緊
急
情
報
は
、夜
間
休
日
問
わ
ず
配
信
さ

　

れ
ま
す
。

登
録
の
方
法

①
次
の
ア
ド
レ
ス
へ「
空
」メ
ー
ル（
タ
イ
ト
ル
、

本
文
を
未
入
力
）を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

bousai.yuzaw
a-tow

n@
raiden.ktaiw

ork.j

            
     
  
            
     p  

※
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
付
き
の
携
帯

電
話
を
ご
利
用
の
方
は
、次
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
メ
ー
ル
作
成
画
面
が
表
示
さ

れ
ま
す
の
で
、そ
の
ま
ま
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
し
ば
ら
く
す
る
と
、登
録
手
続
き
の
ア
ド
レ

ス
を
記
載
し
た
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
ま
す
。　

そ
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、配
信
情
報

「
町
民
向
け
」、グ
ル
ー
プ「
町
民
」を
選
択
し
、

登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
て
登
録
が
完
了
し
ま
す
。

※
携
帯
電
話
で
登
録
す
る
方
で
、迷
惑
メ
ー
ル

対
策
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
受
信

を
制
限
し
て
い
る
方
は
、登
録
手
続
き
の
メ
ー

ル
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
、

次
の
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
受
信
が
で
き
る
よ
う

に
設
定
し
、空
メ
ー
ル
の
送
信
か
ら
や
り
直
し

て
く
だ
さ
い
。

　
@
raiden.ktaiw

ork.j

 
            
     p  

　

設
定
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、各
携
帯

電
話
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
登
録
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
の
解
除

　

登
録
を
解
除
し
た
い
場
合
は
、登
録
時
と
同

じ
ア
ド
レ
ス
へ「
空
」メ
ー
ル
を
送
信
し
、届
い

た
メ
ー
ル
か
ら
登
録
解
除
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

料
金

　

登
録
料
は
無
料
で
す
が
、登
録
時
や
メ
ー
ル

配
信
時
の
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
、回
線
料
な
ど
は

登
録
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

テ
ス
ト
配
信

　

毎
月
１
日
午
前　

時　

分
に
テ
ス
ト
送
信

１１

５５

を
行
い
ま
す
。

問　

総
務
課　

防
災
管
財
班

　
　
�
７
８
４
・
３
４
５
１

入居資格 �湯沢町に住所または勤務場所がある人
 �収入が町条例で定める金額を超えない人
 �現に住宅に困窮している人
 �町税及び町使用料等の未納がないこと
 �暴力団員でないこと
 �各種入居資格要件に該当する人　

家　　賃 収入額により決定します

提出書類 �町営住宅入居申込書（地域整備課に備付）
 �住民票の写し
 �収入額を証する書類
 �納税証明書
 �その他入居資格要件に該当することがわかる書類

申込受付 ３月３１日�～４月１４日�（ただし土日祝日は除く）
 午前８時３０分～午後５時まで
　　　　　  受付場所  地域整備課 維持管理班にご持参ください

選考方法 入居資格審査後に選考審査を行い、必要に応じて
 抽選会により入居者を決定します

　※入居決定のあった日から１０日以内に、次の手続きが必要です

・町長が適当と認める連帯保証人の連署する請書を提出すること

・納付期限までに敷金を納付すること

湯沢町大字神立４１２４番地９所 在 地

１戸　世帯用募集戸数

昭和６０年築  床面積約６４�
高床式RC３階建

和室３部屋（６畳・６畳・４.５畳）
D.K（７.５畳）、トイレ、浴室、
サンルーム、バルコニー、
地下ピロティ、物置

規 格 等

５０,０００円敷 金

１９,８００円～４５,５００円
（収入によって変更あり）

家賃月額

����������������������

問　 地域整備課 維持管理班　 �７８４－４８５２

町営東山住宅について、次のとおり入居者を募集します

　

緊
急
情
報
メ
ー
ル

　

５
月
よ
り
配
信
開
始

�

� �

�

町町かからら



�

子
ど
も
ひ
ろ
ば  
（
フ
リ
ー
解
放
）

日　

毎
週
火
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

０
歳
〜
未
入
園

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば  
（
フ
リ
ー
解
放
）

日　

毎
週
金
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

０
歳
〜
１
歳
半
程
度

　

※
４
月　

日�
は
飯
塚
先
生
に
よ
る　
　

１８

　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
で
す
。

絵
本
の
ひ
ろ
ば

日　

４
月　

日�
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

１１

３０

対　

０
歳
〜
未
入
園

場
所
は
す
べ
て  
公
民
館
１
階  
和
室  
で
す
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
  �
７
８
０
・
６
１
６
３

　
　

湯
沢
町
公
民
館　�
７
８
４
・
２
４
６
０

　

旅
券
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、３
月　

日�
２０

よ
り「
記
載
事
項
の
訂
正
」の
制
度
が
廃
止
さ

れ「
記
載
事
項
変
更
旅
券
」と
い
う
新
方
式
の

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
氏

名
・
本
籍
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、新
た

に
パ
ス
ポ
ー
ト（
５
年
ま
た
は　

年
）の
発
給

１０

申
請（
切
替
申
請
）を
す
る
か「
記
載
事
項
変
更

旅
券
」の
発
給
申
請
を
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
す
で
に
訂
正
申
請
を
し
て
追
記
欄
に
訂
正

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
パ
ス
ポ
ー
ト
は
有

効
期
間
満
了
日
ま
で
使
用
可
能
で
す（
記
載
事

項
変
更
旅
券
の
申
請
は
出
来
ま
せ
ん
）。

〇
記
載
事
項
変
更
旅
券
に
つ
い
て

　
�
新
た
な
旅
券
冊
子
を
使
用
し
て
作
成
し

　
　

ま
す（
元
の
旅
券
は
失
効
し
、旅
券
番
号

　
　

が
変
わ
り
ま
す
）。

　
�
変
更
後
の
氏
名
・
本
籍
が
、顔
写
真
ペ
ー

　
　

ジ
や
I
C
チ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
�
有
効
期
間
満
了
日
は
元
の
旅
券
と
同
一

　
　

に
な
り
ま
す
。

　
�
手
数
料
は
６，
０
０
０
円
で
す
。

　

新
規
申
請
・
切
り
替
え
申
請
手
数
料

　
　
　

年
用
…
１
６，
０
０
０
円

１０

　
　

５
年
用
…
１
１，
０
０
０
円（　

歳
以
上
）

１２

　
　
　
　
　

…
１
６，
０
０
０
円（　

歳
未
満
）

１２

　

記
載
事
項
変
更
申
請
手
数
料

　
　
　
　
　

…
１
６，
０
０
０
円

〇
必
要
書
類

　
�
現
在
の
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト

　
�
写
真（
た
て　

㎜
よ
こ　

㎜  
申
請
日
よ

４５

３５

　
　

り
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
）

　
�
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本

〇
交
付
日

　

申
請
日
を
含
め
８
営
業
日
後
で
す
。

　
（
新
規
申
請
も
同
様
で
す
）

問　

町
民
課　
�
７
８
４
・
３
４
５
３

日　

４
月　

日�
〜　

日�
　

１５

１９

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

場　

役
場
・・
公
民
館
の
正
面
玄
関

①
水
、天
か
す
等
の
異
物
は
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

②
必
ず
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
に
入
れ
て
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。（
缶
入
り
製
品
の
み
ペ
ッ

　

ト
ボ
ト
ル
可
）

③
容
器
の
フ
タ
は
し
っ
か
り
締
め
て
下
さ
い
。

④
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、

　

容
器
を
立
て
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
用
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
が
対
象
。

※
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。

問　

町
民
課　
�
７
８
４
・
３
４
５
３

　

本
年
も
融
雪
出
水
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

万
全
の
体
制
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

清
津
川
の
増
水
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

電
源
開
発
（
株
）

　
　

奥
清
津
電
力
所

　
�
７
８
９
・
２
７
０
７

�������	��� ��� ����������� 	��情報ボックス
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４
月
の
天
ぷ
ら
油
の

　

回
収
に
つ
い
て

�

� �

�

町町かからら　

雪
解
け
に
よ
る
清
津
川

　

の
増
水
に
ご
注
意
を

�

� �

�

他他団団体体

　

湯
沢
町
公
民
館
の

　
　
　
　
　

ひ
ろ
ば
紹
介

�

� �

�

町町かからら　

パ
ス
ポ
ー
ト
の　
　
　

　
　

訂
正
申
請
に
つ
い
て

�

� �

�

町町かからら

湯
沢
消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ

春
の
火
災
予
防
運
動

　

〜
消
す
ま
で
は  

　
　
　
　
　

心
の
警
報

　
　
　
　
　
　
　
　

O
N
の
ま
ま
〜

４
月
１
日�
か
ら
７
日�
ま
で
、春
の

新
潟
県
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
家
庭
で
の

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、こ
の
冬
も
多
く
の
油
漏
れ
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。雪
の
重
み
で
家
の

周
り
の
灯
油
・
L
P
ガ
ス
の
配
管
に
損
傷

が
な
い
か
再
度
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
リ
タ
ン
ク
等
へ
の
給
油
中
も
絶
対
に
そ

の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
�
７
８
２
・
５
３
３
０

　

湯
沢
消
防
署

　
　
�
７
８
４
・
３
３
７
７

　

大
和
分
署

　
　
�
７
７
９
・
４
６
０
０

緊
急
通
報
は
湯
沢
消
防
署
で
は
な
く
、

１
１
９
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。



�������	
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「
花
ま
つ
り
・
ゆ
ざ
わ
」

　

出
店
者
募
集

�

�

他他団団体体

第　

回
「
花
ま
つ
り
・
ゆ
ざ
わ
」
が
４
月　

２２

２９

日�
に
湯
沢
中
央
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ
た
り
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
資
格　

湯
沢
町
商
工
会
ま
た
は
湯
沢
町
観
光
協
会

の
会
員
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
花
ま
つ
り
・

ゆ
ざ
わ
実
行
委
員
会
が
認
め
る
も
の

出
店
料
・
区
画

１
区
画
５，
０
０
０
円
（
テ
ン
ト
代
）

大
き
さ
２
K
×
３
K

申
込
締
切　

４
月
８
日�
ま
で

申
込
方
法

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

内
容
を
審
査
後
出
店
者
に
連
絡
し
ま
す
）。

※
テ
ー
ブ
ル
（
１
８
０�
×　
�
）、
椅
子
は
、

４５

実
行
委
員
会
で
用
意
し
ま
す
。

※
食
品（
調
理
）を
扱
う
出
店
に
つ
い
て
は
、　

保
健
所
の
許
可
が
必
要
で
す
。

申
・
問　

花
ま
つ
り
・
ゆ
ざ
わ
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
（
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
�
７
８
４
・
１
５
１
１

　
　
　
　
�
７
８
５
・
６
９
１
１

猟
銃
に
よ
る
狩
猟
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
興

味
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
、ジ
ビ
エ
の
試
食

や
射
撃
見
学
、模
擬
銃
の
体
験
な
ど
が
で
き
る

研
修
会
で
す
。（
先
着　

名
・
参
加
費
無
料
）

５０

日　

４
月　

日�
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

分

１９

３０

場　

長
岡
地
域
振
興
局　

会
議
棟

申　

〇
県
の
サ
イ
ト
か
ら
申
込

　
　
　

新
潟
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　
　
「
有
害
鳥
獣
」で
検
索

　
　

〇
電
話
に
よ
る
申
込（
左
記
よ
り
）

申
・
問　

新
潟
県　

環
境
企
画
課

　
　
　
�
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
５
２

２
０
１
４
湯
沢
町
ス
キ
ー
リ
フ
ト
等

共
通
乗
車
証
を
お
持
ち
の
方
を
対
象　
　

　

と
し
た
リ
フ
ト
等
乗
車
券
特
別
料
金

〇
ガ
ー
ラ
湯
沢
ス
キ
ー
場

　

営
業
期
間
（
予
定
）
…
５
月
６
日�

　

料
金
（
１
日
券
）

　
　

・
大　

人�
１，
５
０
０
円

　

・
シ
ニ
ア�
１，
０
０
０
円

　

・
小
学
生�
５
０
０
円

　

問　
�
７
８
５
・
６
４
３
７

〇
か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場

　

営
業
期
間
（
予
定
）
…
５
月　

日�
２５

　

料
金
（
１
日
券
）

　
　

・
大　

人�
２，
０
０
０
円

　

・
シ
ニ
ア�
１，
０
０
０
円

　

・
中
学
・
高
校
生�
１，
０
０
０
円

　

・
小
学
生
以
下
無
料

　
　
（
専
用
チ
ケ
ッ
ト
を
窓
口
で
発
行
）

　

問　
�
７
８
８
・
９
２
２
１

※
ご
購
入
の
際
は
、各
リ
フ
ト
券
売
り
場
で　

　

２
０
１
４
湯
沢
町
ス
キ
ー
リ
フ
ト
等
共
通

　

乗
車
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、各
ス
キ
ー
場
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
積
雪
状
況
等
に
よ
り
、
各
ス
キ
ー
場
の
営
業

　

期
間
終
了
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
出
か
け
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成２６年４月から現　在区　分

５０,０３０円４９,７００円要支援１

１０４,７３０円１０４,０００円要支援２

１６６,９２０円１６５,８００円要介護１

１９６,１６０円１９４,８００円要介護２

２６９,３１０円２６７,５００円要介護３

３０８,０６０円３０６,０００円要介護４

３６０,６５０円３５８,３００円要介護５

介護保険サービスの支給限度額も変わります

�介護保険サービス費の変更により、今までと同
じサービスを利用しているにもかかわらず、支給
限度額を超える利用者が生じないよう、表のよう
に変更されます。

　

湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興

　

協
議
会
よ
り
お
知
ら
せ

�

� �

�

他他団団体体

　平成２６年４月から消費税が８％へ引き上げられ
ることに伴い、平成２６年４月１日以降に利用する介
護保険サービス費用が変更になります。
　ただし、消費税引上げ分（３％）がそのまま上乗
せされるわけではありません。サービスによって
上乗せ率は異なりますが、平均０．６３％の上乗せに
なります。
　また、これにより、介護保険サービスの利用者
負担額も上乗せされます。（自己負担割合は現行
どおり１割です）

介護保険被保険者証の差し替えは行いません
　現在お持ちの被保険者証に記載された変更前
の支給限度額を変更後の支給限度額に読み替え
て頂くようお願い致します。

　問　健康福祉課　福祉介護班　�７８４ー４５６０

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴４月１日 消費税引き上げに伴うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの介護報酬改定等のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ知らせ

情報ボックス�������	��� ��� ����������� 	��

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
の　
　

　
　
　
　

担
い
手
研
修
会

�

� �

�

県県かからら



�

　

路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ　

　

改
正
等
の
お
知
ら
せ

�

� �

�

他他団団体体

日　

４
月　

日�
　

午
後
１
時
〜

３０

場　

南
魚
沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

２
０
１
５
年
３
月
に
大
学（
院
）・
専
門　

　
　

学
校
を
卒
業
予
定
の
学
生
お
よ
び
既
卒

　
　

３
年
以
内
の
者

内　

参
加
企
業　

社
を
予
定

２０

　

※
事
前
申
込
不
要
、参
加
無
料

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼　

学
卒
部
門

　
　
�
７
７
２
・
３
１
５
７

原
発
建
設
問
題
を
め
ぐ
る
、　

年
に
わ
た
る

３０

巻
町（
旧
）で
の
実
話
を
背
景
に
、ひ
と
つ
の
家

族
を
通
し
て
原
発
の
是
非
を
問
い
か
け
る
ド

ラ
マ
「
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
」
の
上
映
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

日　

４
月　

日�
　

１９

　
　

１
回
目
…
午
後
２
時

　
　

２
回
目
…
午
後
７
時

場　

湯
沢
町
公
民
館
２
階　

大
ホ
ー
ル

費　

前
売
券
…
１，
０
０
０
円

　
　

当
日
券
…
一
般
１，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
・
中
・
高
校
生
８
０
０
円

　

※
券
は
、湯
沢
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問　

原
発
を
な
く
す
湯
沢
の
会　

南
雲
敏
夫

　
�
０
９
０
・
２
６
７
４
・
９
４
１
４

　

４
月
１
日
よ
り
湯
沢
学
園
が
開
校
し
、登
下

校
に
生
徒
・
児
童
が
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
大
源

太
線
・
土
樽
線
が
湯
沢
学
園
経
由
の
運
行
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
湯
沢
中
学
校
経
由
の
苗
場
線

は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
運
行
時
間
に
変
更
が
あ
り
ま
す

の
で
、利
用
さ
れ
る
方
は
事
前
に
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問　

南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
六
日
町
営
業
所

　
�
７
７
３
・
２
５
７
３

体
験
工
房「
大
源
太
」で

　
　

み
そ
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

場　

体
験
工
房「
大
源
太
」

日　

４
月
中（
半
日
で
終
わ
り
ま
す
）

申　

４
月
４
日�
　

午
後
４
時
ま
で

費　

４，
７
０
０
円
程
度

※
み
そ
の
最
少
量　
�
の
材
料
費
。時
価
に
よ

２０

り
多
少
の
増
減
あ
り
。機
械
使
用
料
・
米
麹
料
・

天
日
塩
料
・
大
豆
料
金（
５
㎏
）含
む
。

※
出
来
み
そ
の
量
が
多
い
方
は
２
〜
３
人
の

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可
。

問　

体
験
工
房
「
大
源
太
」

　
　
�
７
８
７
・
１
１
２
１

　
　
�
７
８
７
・
１
１
２
２

受
験
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

５９

　

１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

　

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成　

年
３
月

２７

　

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
、　

　

ま
た
は
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
の
資

　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

試
験
日

　

第
１
次
試
験
…
平
成　

年
６
月
８
日�

２６

　

第
２
次
試
験
…
平
成　

年
７
月　

日
か
ら

２６

１５

　
　
　
　
　
　
　

７
月　

日
の
指
定
す
る
日

２３

試
験
地

　

新
潟
市
、高
崎
市
ほ
か

申
込
方
法
等

　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

〇
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日�
　

午
前
９
時
〜

２６

　
　
　
　
　

４
月　

日�
 
【
受
信
有
効
】

１４

〇
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
入
力

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の
申
し
込
み
方
法

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

小
千
谷
税
務
署　

　
�
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

　
「
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

上
映
会

�

� �

�

他他団団体体

�������	��� ��� ����������� 	��情報ボックス

　

平
成　

年
度

２６

　

国
税
専
門
官
採
用
試
験

�

� �

�

国国かからら

　

http:/

      /  w
w
w
.jinji

 
 
 
      -  

shiken.go.jp/juken.htm
                      

l  

　

南
魚
沼
就
職

　
　
　
　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス

�

� �

�

他他団団体体
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湯
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
作
ろ
う  
住
み
や
す
い
湯
沢
町
！
」

　

体
験
工
房「
大
源
太
」で

　

み
そ
作
り

�

� �

�

他他団団体体

　

普
段
の
生
活
を
し
て
い
る
中
で
、地
域
で
の

「
つ
な
が
り
」や「
支
え
合
い
」に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

住
民
福
祉
座
談
会
を
通
じ
て
、自
分
た
ち
の

地
域
で
今
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
や
、こ
れ
か
ら

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の「
声
」を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
等

　

・
４
月
３
日�

　
　

神
立
地
区  
田
中
中
央
集
会
場

　

・
４
月
９
日�

　
　

湯
沢
西
地
区  
西
中
会
館

　

・
４
月　

日�
１０

　
　

三
俣
地
区  
三
俣
地
区
館

　

・
４
月　

日�
１６

　
　

三
国
地
区  
湯
沢
町
公
民
館
浅
貝
分
館

　

・
４
月　

日�
１７

　
　

土
樽
西
地
区  
農
山
村
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
�
右
の
５
会
場
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も

　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時　

分
３０

　

・
４
月　

日�
２９

　
　

全
町
内  
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
�
午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

参
加
対
象
…
町
民
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主　
　

催
…
湯
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

問　

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
�
７
８
４
・
４
１
１
１



�������	
����� �

平
成　

年
度
「
湯
沢
中
央
公
園
有
料
施
設
」

２６

の
使
用
予
約
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、抽
選
会
に
は
、宿
泊
施
設
の

「
代
表
と
な
る
者
」が
、本
人
の
I
D
カ
ー
ド
を

持
参
し
な
い
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

４
月　

日�
１１

　
�
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
９
時　

分（
時
間
厳
守
）

３０

　
�
抽
選
会

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時
頃
ま
で

３０

場　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー  
小
ホ
ー
ル

抽
選
対
象
と
な
る
期
間

〇
５
月
３
日�
〜
５
月
６
日�

〇
７
月　

日�
〜
９
月　

日�

１９

２３

〇
平
成　

年
１
月　

日�
〜
３
月　

日�

２７

３１

３１

　
　
　
（
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
み
）

※
右
記
の
期
間
以
外
は
い
つ
で
も
予
約
を

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。た
だ
し
、予
約
と
同

　

時
に
使
用
料
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
�
ア
リ
ー
ナ
、小
ホ
ー
ル
、柔
剣
道
場

　
　
　
　
　
　
　
（
会
議
室
等
は
対
象
外
）

　

湯
沢
中
央
公
園
屋
外
施
設

　
�
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（　

面
）、野
球
場
、

１８

　
　

陸
上
競
技
場
、少
年
野
球
場
、　
　
　

　
　
　

運
動
広
場
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場　
　
　

注
意
事
項

①
抽
選
会
へ
の
参
加
は
、湯
沢
町
に
一
般
向
け

宿
泊
施
設
を
所
有
し
旅
館
業
を
営
む
方
が

対
象
で
、一
宿
泊
施
設
に
つ
き「
代
表
と
な

る
者
」１
名
限
り
と
し
、本
人
の
抽
選
会
用

I
D
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
の
み
と
し

ま
す
。（
代
理
な
ど
他
の
方
は
参
加
不
可
）

※
新
た
に
I
D
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
方
、ま
た

は
紛
失
さ
れ
た
方
は
、４
月
８
日�
ま
で
に

I
D
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳

し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

②
施
設
使
用
料
の
納
入
方
法
は
、次
の
２
通
り

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

�
予
約
金
と
し
て
３
割
を
納
入
。残
額
は
使
用

日
当
日
ま
で
に
精
算

�
申
込
と
同
時
に
使
用
料
全
額
納
入

※
抽
選
会
以
降
の
施
設
予
約
は
今
ま
で
ど
お

り
全
額
納
入

③
予
約
は
、１
施
設
連
続
５
日
間
以
内
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
４
面
ま
で
と
し
ま
す
。

④
施
設
予
約
後
は
他
者
へ
の
転
貸
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

湯
沢
町
総
合
管
理
公
社

　
　
　
�
７
８
４
・
１
５
１
１

※
抽
選
会
以
降
の
予
約
申
込
は
、４
月　

日�
１４

午
前
８
時　

分（
窓
口
受
付
）か
ら
行
い
ま
す
。

３０

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
球
場
等
屋
外
施
設
は
、

中
央
公
園
管
理
事
務
室
（�
７
８
７
・
３
３
８

８
）、
ア
リ
ー
ナ
・
小
ホ
ー
ル
等
は
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（�
７
８
４
・
１
５
１
１
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、電
話
受
付
は
、４
月

　

日
の
み
午
前
９
時
よ
り
開
始
と
な
り
ま
す
。

１４
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期
日　

2
月　

日
〜　

日

21

24

会
場　

山
形
県
山
形
市　

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場

少
年
男
子
大
回
転

　
　

位　

園
部
竜
也
（
八
海
高
１
年
・
中
子
）

40
成
年
女
子
Ｂ
大
回
転　

　

優
勝　

長
谷
川
絵
美

　
　
　
　
　
（
サ
ン
ミ
リ
オ
ン
Ｓ
Ｃ
・
松
川
）

　
　
　
　
 

�
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�
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�
�

�
�
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期
日　

2
月　

日
〜　

日　

23

27

会
場　

岩
手
県
雫
石
町　

雫
石
ス
キ
ー
場

【
第
1
戦
】　

女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転　

　

3
位　

若
月
美
優
（
八
海
高
2
年
・
浅
貝
）

【
第
2
戦
】　

女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転　

　

8
位　

若
月
美
優
（
八
海
高
2
年
・
浅
貝
）

《
中
学
生
の
部
》

【
第
1
戦
】　

男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転　

　

5
位　

若
月
隼
太
（
湯
沢
中
3
年
・
浅
貝
）

　
　

位　

田
代　

空
（
湯
沢
中
2
年
・
原
）

24

【
第
2
戦
】　

男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転　

　

2
位　

若
月
隼
太
（
湯
沢
中
3
年
・
浅
貝
）

　
　

位　

田
代　

空
（
湯
沢
中
2
年
・
原
）

27
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期
日　

2
月　

日
〜
3
月
1
日　

27

会
場　

岩
手
県
雫
石
町　

雫
石
ス
キ
ー
場

女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転　

　

6
位　

長
谷
川
絵
美

　
　
　
　
　
（
サ
ン
ミ
リ
オ
ン
Ｓ
Ｃ
・
松
川
）

　
　

位　

若
月
美
優
（
八
海
高
2
年
・
浅
貝
）

11

　
　

位　

飯
塚
奈
歩（
國
學
院
大
1
年
・
萩
原
）

27
男
子
ス
ー
パ
ー
コ
ン
バ
イ
ン
ド

　
　

位　

園
部
竜
也
（
八
海
高
１
年
・
中
子
）

28
女
子
ス
ー
パ
ー
コ
ン
バ
イ
ン
ド

　

優
勝　

長
谷
川
絵
美

　
　
　
　
　
（
サ
ン
ミ
リ
オ
ン
Ｓ
Ｃ
・
松
川
）

　
　

位　

飯
塚
奈
歩（
國
學
院
大
1
年
・
萩
原
）

12

　
　

位　

若
月
美
優
（
八
海
高
2
年
・
浅
貝
）

15
※
ス
ー
パ
ー
コ
ン
バ
イ
ン
ド

　

…
ス
ー
パ
ー
大
回
転
と
回
転
を
１
本
ず　

　

つ
滑
っ
た
タ
イ
ム
の
合
計
で
競
う
種
目

��
�
�
�
�
��
�

　

湯
沢
中
央
公
園

　

有
料
施
設
予
約
抽
選
会

�

� �

�

他他団団体体



�

　

北
陸
・
関
東
地
区
を
襲
っ
た
２
月
中
旬

か
ら
の
記
録
的
な
大
雪
に
よ
り
、
関
東
地

方
で
は
道
路
等
の
除
雪
が
間
に
合
わ
ず
、

至
る
所
で
車
の
立
ち
往
生
や
孤
立
す
る
集

落
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
北
陸
地
方
整
備
局
長
岡
国

道
事
務
所
で
は
、
２
月　

日
〜　

日
ま
で

１５

２０

群
馬
県
で
、
２
月　

日
〜
３
月
６
日
ま
で

２６

埼
玉
県
秩
父
市
に
お
い
て
道
路
の
除
雪
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

雪
に
覆
わ
れ
道
路
構
造
や
付
属
物
の
位

置
が
手
探
り
の
状
況
、
ま
た
雪
崩
の
危
険

が
あ
る
大
変
厳
し
い
な
か
で
の
除
雪
作
業

と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
除
雪
を
完
了

し
、
通
行
止
め
の
早
期
解
除
な
ど
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

除
雪
支
援　

派
遣
体
制

　

〇
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
含
む
作
業
員
…　

名
１０

　
　
《
㈱
文
明
屋
、
㈱
森
下
組
、
㈱
笛
田
組
》

　

〇
雪
崩
監
視
…
…
…
…
…
…
…   
２
名

　
　
《
町
田
建
設
㈱
》

　

〇
長
岡
国
道
事
務
所
職
員
…
…   
１
名　
　

　
　
　

　

３
月
６
日
、

湯
沢
維
持
出
張

所
に
お
い
て
、

湯
沢
町
長
・
湯

沢
町
議
会
議
長

が
帰
還
し
た
作

業
員
の
皆
さ
ん

を
、
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

TECー FORCE
　大規模自然災害に対応するため、被災地方公共団体等が行
う被災状況の迅速な把握、被害の発生及び拡大の防止、被災地
の早期復旧その他災害応急対策に対する技術的な支援を円滑
かつ迅速に実施するために国土交通省に設置されている組織
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危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作危険な中での作業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲疲れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた大変お疲れ様でした！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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３月定例議会で田村町長が述べ３月定例議会で田村町長が述べたた
施政方針をお知らせします施政方針をお知らせします。。

※広報ゆざわ用に表現を一部変更して※広報ゆざわ用に表現を一部変更していいます。ます。

私
は
、
昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
い

て
、
多
く
の
方
々
か
ら
様
々
な

ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
ら
の
声
を
町
政
に
可
能

な
限
り
反
映
し
て
、
町
の
発
展
の
た
め

に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
初
め
て
臨
む
施
政
方
針
の
表
明

と
な
り
ま
す
が
、
本
日
こ
こ
に
平
成　
２６

年
度
の
予
算
案
な
ら
び
に
関
係
諸
議

案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た

り
、
私
の
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
と
新
年
度
に
お
け
る
主
な
施

策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
議
員
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
末
に
政
権
に
就
い
た

安
倍
晋
三
首
相
の
就
任
か
ら
早
一
年

余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
デ
フ
レ
不
況

か
ら
の
早
期
脱
却
と
経
済
再
生
を
図

る
た
め「
大
胆
な
金
融
政
策
」「
機
動
的

な
財
政
政
策
」「
民
間
投
資
を
喚
起
す

る
成
長
戦
略
」
の
三
本
の
矢
の
経
済
政

策
に
よ
り
、
物
価
に
つ
い
て
も
底
堅
く

推
移
す
る
な
ど
日
本
経
済
が
少
し
ず

つ
上
向
い
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
大
胆
な
金
融
緩
和
を
受
け

て
株
高
・
円
安
が
進
み
、
安
倍
政
権
の

経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
も

あ
り
、
一
部
の
大
企
業
や
都
市
部
な
ど

で
は
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
地
域

経
済
や
町
村
ま
で
及
ん
で
い
る
と
は

言
え
ず
、
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
で
そ

れ
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
国
会
の
衆
議
院
で
平
成　
２６

年
度
新
年
度
予
算
案
が
採
決
可
決
さ

れ
、
参
議
院
に
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
４

月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

景
気
の
失
速
が
な
い
よ
う
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
、
巳
年
で
「
再
生
の
年
」「
脱

皮
の
年
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
午
年
で
「
物
事
が
・
う
ま
・
く
い

く
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
経

済
が
更
に
力
強
く
回
復
し
、
私
た
ち
の

地
域
に
お
い
て
も
好
況
感
が
広
が
る

よ
う
願
う
も
の
で
す
。

町
の
施
策
・
戦
略
検
討
の
中
核

を
担
う
企
画
政
策
室
を
設
置

　

新
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
活
気
あ
ふ
れ
た
湯
沢
町
を
取
り
戻

し
、
明
る
い
未
来
へ
と
導
く
た
め
、
昨

年
の
所
信
表
明
で
申
し
上
げ
た
施
策

を
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
行
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
役
場
が
一
つ
の
組
織
と
し
て

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
中
核

を
担
う
企
画
政
策
室
を
設
置
し
ま
す
。

新
設
の
室
で
は
、
私
の
公
約
で
あ
る
観

光
産
業
の
再
生
戦
略
、
企
業
誘
致
の
強

化
策
、
企
業
育
成
・
起
業
支
援
策
や
廃

校
・
廃
園
後
の
施
設
の
利
活
用
計
画
、

子
育
て
支
援
・
定
住
促
進
策
な
ど
の
重

点
分
野
に
つ
い
て
、
将
来
を
見
据
え
た

政
策
案
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
諸
政
策

の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の
継
続

性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
前
例
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
費
用
対
効
果
も
検
証

し
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

「
湯
沢
町
総
合
計
画
」
後
期
基
本
計
画

（
２
０
１
６
〜
２
０
２
０
年
度
）
の
策
定

に
向
け
、
前
期
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

を
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
点

検
・
評
価
・
見
直
し
を
行
い
計
画
策
定

の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

湯
沢
学
園
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
春
、

小
中
教
室
棟
が
完
成
し
開
校
し
ま
す
。

引
き
続
き
交
流
ア
リ
ー
ナ
棟
の
工
事

を
進
捗
さ
せ
、
新
し
い
学
び
舎
で
児
童

生
徒
が
安
心
・
安
全
に
伸
び
伸
び
と
学

習
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

２
期
工
事
の
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
も
、
厳
し
い
工
期
工
程
で
は
あ
り

ま
す
が
、
施
工
者
並
び
に
施
工
監
理
者

と
力
を
合
わ
せ
工
事
を
遅
滞
な
く
安

全
に
進
め
、
平
成　

年
秋
の
開
園
に
向

２７

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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一
般
会
計
当
初
予
算
総
額
は
昨

年
よ
り
減
少
す
る
も
交
付
団
体

と
な
る
見
込

　

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
税
収

の
伸
び
が
見
込
め
ず
財
源
の
厳
し
さ

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、　

年
度
も　

年

２６

２４

度
か
ら
引
き
続
き
交
付
税
の
交
付
団

体
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
　

年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
、　

億

２６

６１

２，
９
０
０
万
円
で　

年
度
当
初
予
算

２５

よ
り　

億
１，
８
０
０
万
円
（
△　

％
）

１８

２３

減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
減
少
は
、
統
合

文
教
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
昨
年

度
の
校
舎
棟
な
ど
を
含
め
た
大
規
模

な
１
期
工
事
に
か
か
る
予
算
か
ら
、
本

年
度
は
認
定
こ
ど
も
園
の
２
期
工
事

に
か
か
る
３
億
４，
９
６
５
万
８
千
円

の
計
上
と
な
り
、　

億
４，
１
９
６
万

１７

６
千
円
の
大
幅
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
は
町
税
収
入
が
増
加
す
る

も
国
庫
支
出
金
が
大
幅
減
少

　

歳
入
面
で
は
、
町
税
収
入
が
総
額　
３８

億
４，
９
６
５
万
７
千
円
で
、
前
年
対

比
４，
４
２
７
万
７
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
見
込
ま
れ
る
徴
収
率
に
安
全
率

を
見
て
計
上
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
や
め
た
こ
と
に
よ
る
前
年
度
比

較
で
１，
５
０
０
万
円
の
増
、
ま
た
総

所
得
見
込
み
増
に
よ
り
個
人
町
民
税

３，
４
０
０
万
円
増
と
な
る
も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
財
政
力
指
数
が
１

を
切
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
で
１
億
１，
０
０
０

万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
、
新
規
で
臨
時
福
祉
給
付
金

な
ど
で
４
億
１，
６
８
８
万
６
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
統
合
文
教
施
設
関
連
予

算
が
皆
減
に
よ
り
前
年
度
対
比
で
６

億
７，
８
３
８
万
５
千
円
（
△　

％
）
と

６２

大
幅
な
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
学
校
施
設
整
備
基
金
繰

入
金
３
億
４，
９
６
５
万
８
千
円
、
財

源
不
足
調
整
分
と
し
て
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
１
億
７，
７
８
６
万
４
千
円

等
で
、
総
額
５
億
２，
８
０
７
万
２
千

円
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
文
教
施
設
整

備
、
中
子
土
壌
汚
染
対
策
分
の
減
に
よ

り
６
億
４，
３
１
０
万
円
の
大
幅
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
調
整
基
金
の
年
度
末
残

高
は
、　

億
８，
５
９
７
万
７
千
円
に

１３

な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

町
債
は
、
道
路
や
公
園
整
備
事
業
で

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
債

９，
７
０
０
万
円
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
整
備
事
業
で
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
１
億
３，
４
３
０
万
円
な
ど
で

３
億
１，
６
３
０
万
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

歳
出
は
総
務
費
、
教
育
費
が　

大
幅
減
少

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
５
億
３，
０

０
８
万
４
千
円
減
額
の　

億
１，
０
２

１４

２
万
９
千
円
計
上
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
度
は
中
子
土
壌
汚
染
対
策
工
事

４
億
６，
０
０
０
万
円
が
あ
っ
た
た
め

で
あ
り
、
新
規
事
業
と
し
て
は
総
合
計

画
策
定
準
備
の
た
め
に
２
６
８
万
円
、

マ
ン
シ
ョ
ン
利
用
者
の
交
流
促
進
を

支
援
す
る
事
業
補
助
金
を
１
０
０
万

円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
新
規
事
業
の
す
く
す

く
子
育
て
応
援
金
５
０
０
万
円
、
臨
時

福
祉
給
付
金
３，
０
７
７
万
７
千
円
な

ど
を
含
め
９
億
３，
１
７
２
万
２
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
総
額
６
億
６，
１
０
１

万
円
で
、
１
億
１，
５
２
２
万
７
千
円

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
経
営
健

全
化
交
付
金
３，
０
０
０
万
円
増
、
電

子
カ
ル
テ
入
替
７，
０
０
０
万
円
で
病

院
事
業
会
計
補
助
金
を
１
億
円
増
額

し
、
２
億
２
千
万
円
と
し
た
た
め
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
総
額
６，
３
５
４

万
２
千
円
で
、
新
規
事
業
と
し
て
農
地

維
持
の
取
り
組
み
な
ど
へ
の
多
面
的

機
能
支
払
補
助
金
５
７
５
万
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
総
額
２
億
２，
６
８
１

万
６
千
円
と
し
、
観
光
費
で
町
観
光
協

会
の
宣
伝
業
務
補
助
金
２，
９
０
０
万

円
増
、
雪
国
観
光
圏
の
負
担
金
を
１
３

５
万
７
千
円
増
額
し
、
さ
ら
な
る
観
光

基
盤
の
整
備
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

土
木
費
は
総
額　

億
３，
８
６
１
万

１４

２
千
円
で
、
２
億
５
５
３
万
５
千
円
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
電
気
料
や
労
務
単

価
の
値
上
が
り
に
よ
り
除
雪
対
策
費

で
７，
６
８
１
万
４
千
円
増
、
道
路
橋

梁
新
設
改
良
費
で
３，
７
７
５
万
円
増
、

滝
沢
駐
車
場
整
備
等
で
５，
８
５
５
万

円
増
な
ど
が
増
額
理
由
で
す
。

　

教
育
費
は
総
額
６
億
９，
７
６
７
万

４
千
円
で
、　

億
５，
６
５
６
万
２
千

１７

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
文
教
施

設
整
備
費
が
３
億
４，
９
６
５
万
８
千

円
で
、　

億
４，
１
９
６
万
６
千
円
の

１７

大
幅
減
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
、
下
水
道

特
別
会
計
が
大
幅
増

　
　

年
度
の
四
特
別
会
計
（
国
保
、
後

２６
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、
下
水
道
）

の
当
初
予
算
の
総
計
は
、　

億
２，
４

３６

６
０
万
４
千
円
で
、
昨
年
度
比
較
で
３

億
３，
１
４
０
万
２
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
介
護
保
険
特
別
会

計
に
お
け
る
保
険
給
付
費
の
増
、
下
水

道
特
別
会
計
に
お
け
る
三
俣
浄
化
セ

ン
タ
ー
等
の
整
備
費
増
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

企
業
会
計
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
制
度
改

２６正
に
と
も
な
う 
科
目
の
見
直
し
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
収
益
的
収
入

が
前
年
度
比
較
で
５，
４
７
６
万
７
千

円
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
計
制
度
改

正
に
よ
り
新
規
に
現
金
を
伴
わ
な
い

長
期
前
受
金
戻
入
額
等
が
計
上
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
も

同
様
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
収

益
と
資
本
の
収
入
及
び
支
出
が
そ
れ

ぞ
れ
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
一
般
会
計
補
助
金
が
地
域
振
興
医

療
協
会
へ
の
経
営
健
全
化
交
付
金
と

電
子
カ
ル
テ
更
新
事
業
で
１
億
円
増
、

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
更
新
事
業
に
係
る

企
業
債
を
５，
７
７
０
万
円
計
上
し
て

い
る
た
め
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
に
対

す
る
一
般
会
計
の
繰
出
金
・
補
助
金
は

　

億
９，
２
７
７
万
３
千
円
で
、
１
億

１０２
６
９
万
円
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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観
光
と
商
工
業
の
振
興

あ
　

湯
沢
町
の
基
幹
産
業
は
や
は
り
観

光
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
、

「
訪
れ
て
み
た
い
」「
ま
た
行
っ
て
み
た

い
」「
住
ん
で
み
た
い
」と
思
っ
て
も
ら

え
る
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
然
環
境
を
保
全
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

つ
く
り
、
観
光
業
や
商
工
業
な
ど
す
べ

て
の
産
業
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
３
年
目
を
迎
え
る
一
般

社
団
法
人
湯
沢
町
観
光
協
会
に
対
し

て
、
当
初
予
算
の
段
階
か
ら
補
助
金
を

増
額
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
い
う
よ
う
な
事
業
発
想
だ
け

で
な
く
、「
着
地
型
旅
行
商
品
開
発
」

「
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
」「
人
材
育
成
」「
苦

情
処
理
対
応
」
等
の
取
組
を
積
極
的
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
も
４
月
か
ら
６
月
末
ま
で
、
新
潟

県
で
８
回
目
と
な
る
デ
ィ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
小
説
「
雪
国
」
に
ち
な

ん
だ
雪
国
文
学
散
歩
道
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ウ
ォ
ー
ク
、
残
雪
の
中
で
の
花
や

新
緑
、
山
菜
な
ど
を
テ
ー
マ
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
キ
ー
の
お
客
様
が
減
少
し
た
と

い
っ
て
も
、
当
町
の
観
光
の
屋
台
骨
は

ス
キ
ー
で
あ
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
苗
場
に
誘
致
し
、

ス
キ
ー
の
魅
力
を
町
内
外
の
子
ど
も

達
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ス
キ
ー
産
業
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
に
向
け
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
開
催
地
と
し
て
、
ス
キ
ー
王
国
湯

沢
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
通
年
型
観
光
地
へ
の
転
換

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
「
食
の
魅
力
」「
伝
統
や
文
化
」

「
地
域
の
生
業
」
な
ど
の
通
常
の
生
活
の

中
か
ら
、
も
う
一
度
見
直
し
て
、
魚
沼

郡
（
ご
う
り
）
湯
沢
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あイ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進

　

平
成　

年
の
日
本
へ
の
外
国
人
旅

２５

行
者
が
初
め
て
１
千
万
人
を
突
破
し
、

観
光
庁
も
次
の
目
標
で
あ
り
ま
す
２

千
万
人
を
目
指
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

湯
沢
町
も
外
国
の
お
客
様
の
誘
客

に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度
は
、
新

潟
県
や
国
際
観
光
テ
ー
マ
地
区
推
進

協
議
会
な
ど
と
連
携
し
た
東
南
ア
ジ

ア
の
国
々
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
に

対
し
招
聘
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
ホ
テ
ル
等
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
在
日
外
国
人
と
連
携

し
た
、
地
道
な
情
報
の
発
信
と
誘
客
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

あ雪
国
観
光
圏
の
推
進

　

雪
国
観
光
圏
推
進
協
議
会
の
体
制

強
化
を
図
り
、
一
般
社
団
法
人
雪
国
観

光
圏
と
一
体
と
な
っ
て
、
世
界
に
向
け

て
「
日
本
の
顔
と
な
る
観
光
地
」
を
目

指
し
て
「
観
光
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事

業
」
の
推
進
を
支
援
し
、
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
構
築
と
人
材
育
成
事
業
を
推
進

し
て
、「
住
ん
で
よ
し
・
訪
れ
て
よ
し
」

と
評
価
い
た
だ
け
る
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あフ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
潟
県
及
び
フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
主
催
者
の
株
式
会
社
ス

マ
ッ
シ
ュ
と
、
フ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
３
年
目
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
協
定
に
基
づ

き
フ
ジ
ロ
ッ
ク
会
場
周
辺
の
森
林
や

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
整
備
へ
の
支
援
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ農
林
業
の
振
興

　

国
は
新
た
に
「
農
地
中
間
管
理
機

構
」「
経
営
所
得
安
定
化
対
策
の
見
直

し
」「
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見

直
し
」「
日
本
型
直
接
支
払
い
制
度
の

創
設
」
と
４
つ
の
農
業
、
農
村
政
策
改

革
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
新
年
度
は
こ

の
改
革
に
沿
っ
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
推
進
と
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
た
農
地
集
積
、
集
約
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
と
併
せ
て
、
農
業
の
担
い
手

の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
日
本
型
直
接
支

払
い
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
農
地
の
多
面
的
機
能

を
守
る
水
路
の
土
砂
上
げ
や
草
刈
な

ど
の
共
同
作
業
と
農
業
施
設
の
長
寿

命
化
に
対
し
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

毎
年
秋
に
湯
沢
の
温
泉
旅
館
と
農

家
の
皆
さ
ん
で
行
っ
て
い
る
越
後
湯

沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
お
客
様
よ
り
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
お
土
産
と
し
て
人
気
が

高
く
、
湯
沢
町
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
今

後
の
湯
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
路
の

一
つ
と
し
て
育
て
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
当
町
の
そ
ば
や
か
ぐ

ら
南
蛮
、
い
ち
ご
や
山
菜
が
お
客
様
に

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
の
で
、
米
以
外

の
地
場
の
園
芸
作
物
の
地
産
地
消
を

推
奨
し
、
雪
国
湯
沢
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド

の
一
翼
が
担
え
る
よ
う
農
・
商
・
工
の

連
携
や
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

森
林
は
、
国
土
の
保
全
や
環
境
保
全
、

さ
ら
に
は
水
源
涵
養
機
能
や
保
健
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な
ど
多
面
的

機
能
が
見
直
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
新
年

度
も
町
有
林
の
保
育
及
び
整
備
を
実

施
し
、
木
材
の
育
成
と
併
せ
て
、

������
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
森
林

の
多
面
的
機
能
の
保
全
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、３
月
３
日
に「
湯
沢

町
」「
中
越
森
林
管
理
署
」「
南
魚
沼
地

域
振
興
局
」
の
３
者
で
締
結
し
た
湯
沢

町
森
林
整
備
推
進
協
定
に
基
づ
き
、
協

定
者
が
連
携
、
協
力
を
し
て
団
地
化
を

推
進
し
、
効
率
的
な
町
有
林
の
施
業
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ鳥
獣
被
害
防
止
対
策

あ
　

農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
予
算
を
大

幅
に
増
額
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
追
い
払
い
と
は

別
に
町
内
会
に
も
追
い
払
い
委
託
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
闇
雲

な
追
い
払
い
だ
け
で
は
根
本
的
な
対

策
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
サ
ル
等
か

ら
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
学
習
会

を
実
施
し
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
強
化
と

モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
て
被
害
防
止

対
策
事
業
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ企
業
誘
致
の
推
進

あ
　

新
年
度
か
ら
設
置
す
る
企
画
政
策

室
に
お
い
て
、
湯
沢
町
全
体
の
強
い
経

済
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
企
業
誘
致
支

援
要
綱
な
ど
の
見
直
し
等
を
行
っ
て

企
業
支
援
体
制
を
構
築
し
、
私
が
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
的

な
企
業
を
誘
致
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

あ
�
�
の
高
齢
化
率
は
平
成　

年
１
月

２６

末
で　
．　

％
と
、
一
段
と
高
齢
化
が

３１

８９

進
展
し
、
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世

帯
や
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
、

日
々
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
町
民

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生
活
の
不
安

を
軽
減
し
、
安
全
と
安
心
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
重
点
に
、
高
齢
者
が
元
気
で

豊
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
し
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
関
係
団
体

や
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
地
域

の
方
々
と
の
連
携
や
支
援
が
不
可
欠

で
す
の
で
、
引
き
続
き
協
力
体
制
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
運
動
会
、
敬
老
会
に
つ
い
て

は
、
皆
様
が
楽
し
く
、
参
加
し
た
く
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

あ障
が
い
者
施
策

あ
　

湯
沢
町
障
が
い
者
計
画
・
湯
沢
町
障

が
い
福
祉
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
だ
れ
も
が
安
心
し
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
」の
実
現
に
向
け
、「
社
会
参
加
の
促

進
」「
生
活
の
場
・
働
く
場
の
確
保
」

「
教
育
の
充
実
」「
保
健
・
医
療
の
充
実
」

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
基
盤
整
備
」

「
日
常
生
活
の
支
援
」「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」
等
、
環
境
づ
く
り
や
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
場
の
整

備
に
向
け
、
関
係
者
及
び
関
係
機
関
と

力
を
合
わ
せ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２７

２９

を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
期
障
が
い

福
祉
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
と

経
過
確
認
作
業
で
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
う

お
ぬ
ま
」
に
委
託
し
て
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

設
置
を
既
存
施
設
の
活
用
を
含
め
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ介
護
保
険
事
業

あ
　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
計
画
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の　

床
の
増
床
を
「
ゆ
の
さ
と
園
」

３０

に
整
備
し
、
４
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
提
供

い
た
し
ま
す
。
入
所
待
機
者
の
解
消
と
、

在
宅
で
介
護
す
る
介
護
者
の
負
担
軽

減
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
又

は
要
支
援
状
態
と
な
ら
な
い
た
め
に

介
護
予
防
事
業
で
あ
る
「
温
水
健
康
体

操
教
室
」
や
「
け
ん
こ
つ
体
操
」
な
ど
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
年
々
増
加
し
て
い
る
認
知
症
高

齢
者
に
対
応
し
て
「
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
町

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
認
知
症
の
普

及
啓
発
や
支
援
者
育
成
と
見
守
り
体

制
の
構
築
を
目
的
に
、
昨
年
実
施
し
た

「
認
知
症
支
援
S
O
S
探
索
訓
練
」
を
今

年
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
か
ら
の
３
年

２７

間
の
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
向
け
、
高
齢
者
、
要
介
護
者
、
介

護
者
を
対
象
と
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
中
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を
基
に
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ湯
沢
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ

ン
（
健
康
づ
く
り
計
画
）

あ
　

湯
沢
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン

の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
自
然

を
大
事
に
ひ
と
に
や
さ
し
く
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
元
気
な
町
」
を
目
指
し
、
住

民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
を
意
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
と
役
割
の
も
と
、
主
体
的
に
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
行
動
し
、
プ
ラ
ン

で
謳
っ
た
湯
沢
町
健
康
の
道
し
る
べ

「
元
気
な
町
、
ゆ
ざ
わ
の　

箇
条
！
」
を

１０

達
成
す
べ
く
、
各
年
代
層
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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あ住
民
検
診
事
業

（
生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進
）

あ
　

住
民
検
診
の
未
受
診
者
宅
へ
の
受

診
勧
奨
の
家
庭
訪
問
事
業
を
、
平
成　
２６

年
度
も
引
き
続
き
行
い
、
受
診
率
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
に

２５

土
樽
小
学
校
で
行
っ
た
休
日
検
診
を

平
成　

年
度
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

２６

タ
ー
で
行
う
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
同

日
に
乳
が
ん
検
診
、
成
人
歯
科
検
診
も

受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
よ
り
受
診
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
C
K
D
（
慢
性
腎
臓

２６

病
）
対
策
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

検
診
に
町
独
自
の
検
査
項
目
を
追
加

し
、
C
K
D
予
防
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
、
生
活
習
慣
病
等
の
発
症
や
重

症
化
の
予
防
を
図
り
な
が
ら
、
望
ま
し

い
生
活
習
慣
の
定
着
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

あが
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

　

婦
人
検
診
の
未
受
診
者
対
策
を
重

点
的
に
実
施
し
ま
す
。
平
成　

年
度
か

２１

ら
平
成　

年
度
に
か
け
て
行
っ
た
、
節

２４

目
年
齢
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん

検
診
の
一
部
負
担
金
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
で
未
受
診
だ
っ
た
方
に
対
し

て
、
再
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、

受
診
勧
奨
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国
保
及
び
後
期
高
齢
の　
　
　

人
間
ド
ッ
ク

　
　

歳
〜　

歳
の
国
保
加
入
者
に
、
若

３５

３９

い
う
ち
か
ら
健
康
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
加
入
者
へ
も
、
人
間
ド
ッ

ク
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
、
引
き
続

き
健
康
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
手
助

け
と
な
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
す
る
年
度
で
あ
っ
て
も
、
受
診
日

に
お
い
て
国
保
加
入
者
で
あ
れ
ば
人

間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
を
し
、
隙
間
無

く
健
康
管
理
に
努
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。

食
育
の
推
進

　

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
に
は
、

日
々
の
暮
ら
し
方
が
大
き
く
左
右
し

ま
す
。
中
で
も
「
食
」
は
重
要
で
す
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
食
へ
の
関
心
を
高
め
、

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
も
家
庭
・
学
校
・
保
育
園
に
お

け
る
食
育
、
地
域
に
お
け
る
食
生
活
改

善
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
関
係
機

関
と
協
働
で
食
育
推
進
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

平
成　

年
度
は
保
険
料
率
が
増
額

２６

変
更
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、

剰
余
金
の
活
用
と
、
県
財
政
安
定
化
基

金
の
活
用
に
よ
り
保
険
料
は
据
え
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
平
成　

年
度
の
制
度
発
足
か
ら
、

２０

一
度
も
保
険
料
率
が
増
額
さ
れ
る
こ

と
な
く
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

あ子
育
て
支
援

　

子
ど
も
は
町
の
宝
で
す
。
若
者
世
代

が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
保

護
者
に
「
す
く
す
く
子
育
て
応
援
金
」

の
支
給
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

病
院
事
業

　

新
年
度
で
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
人
口
の
減
少
な
ど
か
ら
患
者

数
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
経
営
健
全
化
交
付
金

を
８
千
万
円
か
ら
１
億
１
千
万
円
に

増
額
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
と
一
緒
に
計
画
的
な

医
療
機
器
更
新
と
施
設
整
備
を
行
い
、

安
心
安
全
な
医
療
提
供
と
町
民
の
皆

様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
湯
沢
病
院
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

������

住民検診

食育伝承授業

子育て支援
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環
境
衛
生

あ
　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

処
理
の
効
率
化
と
環
境
負
荷
の
低
減

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年

２
月
１
日
に
湯
沢
町
、
南
魚
沼
市
及
び

魚
沼
市
で
廃
棄
物
処
理
施
設
の
新
設

及
び
処
理
に
つ
い
て
相
互
に
連
携
し
、

広
域
的
な
処
理
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
ま
す
。

　

当
面
の
課
題
で
あ
っ
た
、
湯
沢
町
と

魚
沼
市
が
処
理
を
委
託
し
て
い
る
南

魚
沼
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処

理
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
移
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
、

新
た
な
施
設
に
つ
い
て
は
新
潟
県
魚

野
川
流
域
下
水
道
六
日
町
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
前
処
理
施
設
を
設

置
し
て
同
セ
ン
タ
ー
に
直
接
投
入
す

る
方
式
と
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年　

月
に
地
元
の
合
意

１１

を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度

３０

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
具
体
的
に
事

業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
湯

沢
町
と
し
て
も
魚
沼
市
と
と
も
に
南

魚
沼
市
と
の
協
力
体
制
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
処
理
施
設
等
も
同

様
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地

元
と
の
約
定
に
よ
り
現
施
設
の
更
新

は
行
わ
な
い
た
め
、
平
成　

年
度
を
目

３５

途
に
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、南
魚
沼
市
、魚

沼
市
、
湯
沢
町
で
ご
み
処
理
広
域
化
を

検
討
す
る
二
市
一
町
連
絡
会
を
設
け
、

将
来
的
な
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

あ道
路
・
橋
梁
・
河
川
の
維
持
整
備

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
箇

所
を
町
全
域
か
ら
抽
出
し
順
次
改
良

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
東
山
線

の
高
速
道
路
下
か
ら
立
柄
橋
間
の
改

良
と
戸
沢
３
号
線
の
一
部
未
整
備
区

間
を
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
施
設
の
維
持
管
理
面
に
お
い

て
は
、
安
全
な
交
通
確
保
に
向
け
、
安

全
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
や
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
よ
り
、
消
雪
施
設
を
は
じ
め

道
路
構
造
物
、
舗
装
、
橋
梁
の
改
修
や

維
持
修
繕
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
水
路
や
小
河
川
の
維
持
整

備
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ公
園
の
維
持
整
備

　

公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
都

市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支

援
事
業
と
し
て
、
中
央
公
園
の
施
設
改

修
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
は

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
屋
外
の
床
改
修
と

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
と
館
内
照
明

制
御
装
置
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

駐
車
場
整
備

　

昨
年　

月
に
国
土
交
通
省
か
ら
購

１１

入
し
た
ゆ
や
ま
荘
を
解
体
し
、
滝
沢
駐

車
場
の
拡
充
工
事
を
行
い
ま
す
。

あ砂
防
事
業
の
促
進

　

一
級
河
川
信
濃
川
水
系
の
魚
野
川

と
清
津
川
の
最
上
流
に
位
置
し
、
雄
大

な
自
然
環
境
を
財
産
と
す
る
当
町
に

と
っ
て
、
河
川
事
業
や
砂
防
事
業
は
地

域
の
保
全
や
生
活
環
境
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
国
土
交
通
省
や
新
潟
県
に

河
川
・
砂
防
施
設
の
整
備
促
進
を
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
道
・
県
道
整
備
促
進

　

国
道
関
連
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
新
三

国
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
工
事
推
進
や
歩

道
拡
幅
工
事
等
の
実
施
と　

号
三
国

１７

塩
沢
間
の
調
査
、
改
修
や
３
５
３
号
県

境
部
の
調
査
採
択
に
向
け
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
関
連
で
は
、
原
新
田
・
堰
場
地

内
の
越
後
湯
沢
停
車
場
岩
原
線
の
改

良
事
業
を
始
め
、
以
前
か
ら
の
要
望
路

線
に
つ
い
て
、
事
業
採
択
に
向
け
、
引

き
続
き
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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東山線高速道路下

滝沢駐車場

南魚沼市ごみ処理施設
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あ住
宅
、
事
業
用
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

　

個
人
住
宅
の
生
活
環
境
の
向
上
と

事
業
用
施
設
の
改
修
及
び
拡
充
を
図

る
た
め
、
町
内
建
築
関
連
事
業
者
に
対

す
る
経
済
対
策
と
し
て
実
施
し
て
き

た
住
宅
、
事
業
用
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
を
新
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

あ克
雪
住
宅
の
整
備
支
援

　

住
宅
の
効
果
的
な
雪
処
理
を
促
進

し
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
新
築
、
改
造

す
る
人
に
対
し
、
新
年
度
も
引
き
続
き

対
象
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
、
町
民

が
安
心
し
て
冬
期
間
の
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
の

充
実

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
地
で
地
震

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
災

害
に
備
え
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
に
定

住
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
を
行
う
人
に
対
し
、
引
き
続
き
補

助
金
の
支
援
を
行
い
、
防
災
安
全
対
策

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ除
雪
体
制
の
強
化
充
実

　

冬
期
間
の
道
路
交
通
確
保
は
、
町
民

の
生
活
環
境
の
確
保
と
経
済
活
動
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
対
策

で
す
。
今
年
度
も
消
雪
パ
イ
プ
と
機
械

除
雪
を
主
体
に
、
国
土
交
通
省
、
新
潟

県
お
よ
び
地
域
住
民
と
の
相
互
の
連

携
を
図
っ
て
安
全
で
効
率
の
高
い
除

雪
を
目
指
し
ま
す
。

　

歩
行
者
空
間
確
保
に
つ
き
ま
し
て

は
、
雪
道
計
画
に
よ
り
通
勤
通
学
路
及

び
冬
期
観
光
施
設
を
中
心
に
小
型
除

雪
機
械
に
よ
る
歩
道
除
雪
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

あ三
俣
地
区
の
地
域
振
興
策

　

三
俣
地
域
振
興
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
道
の
駅
「
み
つ
ま
た
」
が
、
昨
年
秋
に

念
願
の
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
整
備
効
果
把
握
等
行
い
な
が
ら

三
俣
地
域
の
核
と
し
て
知
名
度
を
上

げ
て
い
け
る
よ
う
地
域
と
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

街
な
み
修
景
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

清
津
川
護
岸
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
実
施
設
計

２２

に
着
手
し
、
平
成　

年
度
か
ら
一
部
測

２３

量
と
物
件
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、　

年
度
よ
り
一
部
工
事
に

２５

着
手
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
引
き

続
き
工
事
を
推
進
し
て
い
く
と
共
に

用
地
測
量
、
物
件
調
査
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
お
り
ま
す
。

あ温
泉
街
の
無
電
柱
化
の
推
進

　

湯
沢
温
泉
通
り
活
性
化
計
画
の
ひ

と
つ
で
あ
る
温
泉
通
り
の
無
電
柱
化

に
つ
い
て
は
、
直
接
通
り
に
関
係
す
る

４
町
内
会
か
ら
の
合
意
が
得
ら
れ
、
２

月　

日
に
行
わ
れ
た
湯
沢
温
泉
通
り

１９
活
性
化
計
画
検
討
会
に
お
い
て
、
無
電

柱
化
を
含
む
通
り
の
地
元
案
が
合
意

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
合
意
を
受

け
て
通
り
の
活
性
化
に
必
要
な
歩
行

者
空
間
の
確
保
と
無
電
柱
化
を
、
道
路

管
理
者
の
新
潟
県
に
対
し
早
期
事
業

採
択
の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
検
討
会
で
は
今
後
地
域
の

ル
ー
ル
作
り
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
事
業
化
に
向
け
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
温
泉
通

り
の
無
電
柱
化
は
越
後
湯
沢
の
顔
づ

く
り
で
あ
り
、
湯
沢
温
泉
通
り
の
活
性

化
な
く
し
て
、
湯
沢
町
観
光
の
発
展
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て

も
西
口
駅
前
広
場
を
含
め
、
今
後
地
域

全
体
の
整
備
に
向
け
て
地
元
と
実
施

計
画
案
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

あ安
心
安
全
対
策
の
推
進

（
消
防
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
事
業
）

　

消
防
・
救
急
活
動
の
高
度
化
及
び
電

波
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
（
電
波
法

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
）
消
防
・
救

急
無
線
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
５
月

２８

　

日
ま
で
に
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式

３１か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

本
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
移
行
に
伴
い
、
不
感
地
帯
（
三

国
地
区
）
の
解
消
が
な
さ
れ
、
緊
急
時

に
、
よ
り
円
滑
な
情
報
伝
達
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
（　

か
所
）
の
消
防

１１

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
放
送
装
置
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に

一
斉
放
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

本
事
業
は
南
魚
沼
市
と
共
同
整
備
で

町
は
南
魚
沼
市
に
一
括
委
託
し
ま
す
。

道路除雪道の駅みつまた 住宅リフォーム工事
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あ上
下
水
道
の
維
持
整
備

あ
　

水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し

て
利
用
で
き
る
水
質
の
確
保
と
安
定

供
給
を
図
る
た
め
に
、
大
刈
野
ポ
ン
プ

場
電
気
設
備
更
新
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー

と
浅
貝
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

を
引
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
三
俣
地

区
は
平
成　

年
度
の
供
用
を
目
指
し
、

２８

引
続
き
管
渠
の
埋
設
工
事
と
処
理
場

の
建
設
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

あ国
土
調
査
事
業
の
推
進

あ
　

新
年
度
は
、
現
在
閲
覧
を
実
施
し
て

い
る
中
学
校
近
辺
の
堰
場
・
原
新
田
地

区
の
認
証
を
申
請
、
平
成　

年
度
に
実

２５

施
し
た
宮
林
地
区
の
閲
覧
を
実
施
し
、

役
場
を
含
む
石
白
小
原
地
区
で
上
越

線
と
国
道
に
挟
ま
れ
た
約
１，
４
０
０

筆
０．
２
３
平
方
メ
ー
ト
ル
の
一
筆
地

測
量
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

あ再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ

の
支
援

あ
　

湯
沢
町
の
自
然
環
境
を
考
え
る
と

水
力
や
雪
冷
熱
な
ど
を
利
用
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
展
開
が

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
い
く
つ
か
の
提
案
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
起
業
の
可
能

性
は
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
の

実
現
性
や
経
営
資
金
の
確
保
な
ど
、
事

業
化
に
必
要
な
点
を
確
認
の
上
で
、
町

と
し
て
出
来
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

あ定
住
交
流
促
進
事
業

　

新
年
度
で
３
年
目
と
な
る
、
不
動
産

業
者
発
刊
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
（
V
I

T
A
）
に
、「
湯
沢
暮
ら
し
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
確
保
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
通
し
て
湯
沢
の
魅
力
や
住

ん
で
い
る
人
達
の
温
か
さ
を
紹
介
し
、

二
地
域
居
住
実
践
者
の
皆
さ
ん
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ子
育
て
支
援
の
充
実

　

湯
沢
学
園
内
に
平
成　

年
度
完
成

２７

す
る
認
定
子
ど
も
園
の
開
園
に
向
け
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
施
策
策

定
の
た
め
、
次
年
度
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
計
画
」
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
子
育
て
世
代
の

み
な
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
取

り
ま
と
め
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
統
合
後
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
拡
充
し
、
保
育
園
だ
け

で
な
く
保
・
小
・
中
を
通
し
た
子
育
て

支
援
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ湯
沢
学
園
開
校

　

湯
沢
学
園
は
平
成　

年
４
月
に
開

２６

校
し
、
新
し
く
な
っ
た
校
舎
で
湯
沢
町

独
自
の
小
中
一
貫
し
た
教
育
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

が
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
た

く
ま
し
い
子
ど
も
に
な
る
よ
う
な
教

育
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

　

ま
た
、
様
々
な
場
面
で
地
域
の
み
な

さ
ん
の
お
力
を
得
な
が
ら
「
オ
ー
ル
湯

沢
」
で
湯
沢
の
子
ど
も
を
育
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ湯
沢
学
園
建
設

　

平
成　

年　

月
着
工
の
湯
沢
学
園

２４

１０

の
工
事
も
３
月
に
小
中
教
室
棟
が
完

成
し
、
８
月
の
交
流
ア
リ
ー
ナ
棟
の
完

成
に
よ
り
１
期
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

同
時
に
２
期
工
事
の
認
定
子
ど
も
園

棟
の
建
設
を
始
め
、
平
成　

年　

月
に

２７

１１

は
全
施
設
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
建
設
工
事
は
４
年
間
に
わ
た

る
工
事
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
契
約
当

初
と
現
在
の
物
価
に
非
常
に
大
き
な

乖
離
が
生
じ
て
き
て
い
る
た
め
、
今
後
、

国
・
県
の
対
応
に
合
わ
せ
て
対
処
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

工
事
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
工
期
の

厳
し
い
中
、
監
理
者
、
施
工
業
者
の
み

な
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
十
分
な
品

質
と
性
能
を
確
保
し
た
施
設
に
な
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ奨
学
金
制
度
の
見
直
し

　

大
学
や
専
門
学
校
に
通
う
子
ど
も

を
持
つ
親
の
経
済
的
負
担
は
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
湯

沢
町
の
奨
学
金
制
度
は
他
の
日
本
学

生
支
援
機
構
等
の
奨
学
金
制
度
と
併

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
併
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
た

め
、
町
の
奨
学
金
制
度
と
合
わ
せ
、
こ

れ
ま
で
の
倍
額
の
奨
学
金
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。平成２６年４月開校　湯沢学園
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あ国
際
交
流

　

昨
年
８
月
に
姉
妹
都
市
協
定
の
調

印
記
念
と
し
て
湯
沢
町
か
ら
桜
の
苗

木
を
贈
呈
し
、
子
ど
も
達
の
マ
グ
ナ
訪

問
に
合
わ
せ
て
記
念
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。　

年
度
も
国
際
交
流
事
業
と
し

２６

て
中
学
生
の
マ
グ
ナ
派
遣
事
業
を
実

施
し
、
姉
妹
都
市
と
し
て
、
さ
ら
に
友

好
と
交
流
の
輪
を
深
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

あ生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
振
興

　

自
立
し
た
湯
沢
町
民
の
育
成
を
図

る
た
め
生
涯
学
習
を
推
進
し
、
学
習
意

欲
の
向
上
や
地
域
の
教
育
・
文
化
活
動

を
醸
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
統
合
後
の
地
域
活
動
を

支
援
・
協
力
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
生
涯
学
習
の
推
進
を
は

か
る
た
め
「
生
涯
学
習
推
進
基
本
計

画
」
を
策
定
し
町
の
生
涯
学
習
の
基
本

的
な
方
向
性
や
推
進
方
法
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

第　

回
目
を
数
え
る
「
越
後
湯
沢
全

１８

国
童
画
展
」
は
昨
年
の
応
募
者
を
上
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

　

日
か
ら
５
月
３
日
の
期
間
に
フ
ラ

１５ン
ス
、
パ
リ
の
日
本
文
化
会
館
に
お
い

て
「
雪
国
童
画
展
」
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
童
画
展
の

審
査
員
、
長
岡
造
形
大
学
理
事
長
豊
口

協
先
生
の
お
力
添
え
に
よ
り
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
童
画
が
国
際
的
に
広
ま
り
、

日
本
で
も
認
知
度
が
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
凱

旋
展
を
日
本
で
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

あ協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

昨
年
６
月
に
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
理
事
長
連
絡
会
議
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
実
施
時
期
は
未
定

で
す
が
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
所
有
者
と

の
接
点
を
増
や
す
な
か
で
、
マ
ン
シ
ョ

ン
住
民
の
皆
様
と
町
及
び
地
域
住
民

と
一
緒
に
な
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

あ行
政
運
営
の
効
率
化

　

町
税
収
入
が
減
少
す
る
中
で
、
町
民

の
期
待
に
応
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

何
と
か
維
持
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

機
構
改
革
や
民
間
が
で
き
る
こ
と
は

民
間
へ
お
願
い
す
る
な
ど
、
行
政
運
営

の
効
率
化
と
経
費
の
削
減
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
合
理
的
で
柔
軟
な

組
織
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
資

質
向
上
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
に

加
え
外
部
機
関
で
の
研
修
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
幹
部
職
員
に

よ
る
内
部
研
修
も
取
り
入
れ
内
容
を

さ
ら
に
充
実
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
職

員
が
自
主
的
に
行
う
研
修
へ
の
支
援

も
継
続
し
、
行
政
課
題
の
研
究
や
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
対
す
る
啓
発
意
欲

を
高
め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

あ町
税
の
賦
課
と
徴
収

　

税
収
は
、
町
財
政
の
根
幹
で
あ
る
た

め
、
適
正
な
課
税
と
税
収
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

課
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
年
ご
と

に
評
価
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評

価
替
え
を
平
成　

年
度
に
実
施
す
る

２７

た
め
、
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
税
収
の
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し

て
、
嘱
託
員
の
配
置
な
ど
収
納
対
策
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
徴
収
率

は
、
こ
こ
数
年
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
県
内
自
治
体
の
中
で

下
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
徴

収
率
の
向
上
と
滞
納
額
の
減
少
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
、
少
額

の
滞
納
が
生
じ
た
時
点
で
、
早
期
に
納

付
勧
告
や
臨
戸
徴
収
、
納
税
相
談
を
実

施
し
、
滞
納
額
増
加
の
芽
を
摘
む
よ
う

対
応
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
納
税
意

識
の
希
薄
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
実

態
調
査
を
行
い
、
預
貯
金
の
差
押
え
や

動
産
・
不
動
産
の
公
売
な
ど
滞
納
処
分

を
適
正
に
行
い
、
税
の
公
平
性
と
税
収

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
環
境
の
整
備
と
し
て
、
従
来
の
口

座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
加
え
、
平

成　

年
度
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

２６
に
よ
る
納
付
を
新
た
に
導
入
す
る
こ

と
で
、
利
便
性
を
一
層
高
め
ま
す
。

　

な
お
、
税
の
滞
納
は
県
内
自
治
体
全

て
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

と
県
の
合
同
徴
収
組
織
と
し
て
新
潟

県
徴
収
機
構
が
設
置
さ
れ
、
当
町
も
平

成　

年
度
か
ら
参
加
し
て
い
る
と
こ

２１
ろ
で
す
。
機
構
へ
の
参
加
は
、
単
に
滞

納
整
理
の
実
績
だ
け
で
な
く
、
収
納
技

術
の
レ
ベ
ル
向
上
と
い
っ
た
効
果
も

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
そ
こ
で
得
ら
れ

る
困
難
案
件
で
の
折
衝
力
や
滞
納
処

分
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
業
務
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

�
�
�
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マグナの留学生らと

以
上
、
新
年
度
に
向
け
た
施
政

方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
私
は
、

自
ら
が
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、
現

場
主
義
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
町
政

の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
何
と
ぞ
議
員
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

湯
沢
町
長
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湯沢町ファミリー健康プラン推進委員会で
は、『地域医療魚沼学校・湯沢塾』（湯沢町保
健医療センター）及び学校との協働で未成年
の飲酒、喫煙防止授業を実施しています。
また、この授業の後、子ども達から未成年の
飲酒、喫煙防止のための標語を募集し、今年度
も子ども達から力作が集まりました。ファミ
リー健康プラン推進委員会の選考の結果、２選
が「優秀作品」として選出されましたのでお知
らせします。大人も「子どもには、酒、たばこ
を勧めない」ことを意識しましょう。

�地域医療魚沼学校 湯沢塾とは…
　平成２７年度に開院する魚沼基幹病院構想に基づ
き、『住民の医療知識を深めることが、効率がよく、
効果的な医療体制をつくる「第一歩」』との位置づけ
のもと、魚沼地域の医師達が、住民の皆さんに医療
の仕組みを説明したり、健康づくり・介護・福祉に
関することなどを話し合ったりすることで、医師と
住民が互いに学び合い、支え合い、健康を守る人材
を育成する魚沼地域における全国初の試みです。

子どもは飲まない、吸わない、
酒、たばこ

�����������������	
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吸っちゃだめ！　飲んじゃだめ！
　自分を守ろう　断ろう

�����������������	
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湯沢町の子ども達へ　　
～アルコール・たばこの標語　優秀作品に寄せて～

湯沢町保健医療センターは、湯沢小中学校の学校医とし
てみなさんの健康づくりや病気の予防のために学校の先生
方と一緒にいろいろな取り組みを行っています。
また、平成２３年から、『地域医療魚沼学校・湯沢塾』を立
ち上げ、その一環として、子ども達が飲酒や喫煙をしないよ
うに、医師達が学校に出向いて保健授業をしています。その
結果、少しずつ効果が表れてきています。
これからも、湯沢の子ども達が、元気にすくすくと成長し、
いずれ、この地域で医師や看護師など医療スタッフとして
活躍してくれることを願ってこれからも応援していきます。

湯沢町保健医療センター管理者　　　　　　
地域医療魚沼学校　湯沢塾長　　井上　陽介
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みなさんのこころの風景と
エピソードを大募集！

平成２３年の春にNHK－ BSプレミアムでスター

トした番組「にっぽん縦断こころ旅」。寄せられるお

便りをもとに、旅人の火野正平さんが地元の人々と

ふれあいながら、自転車で旅を続けていきます。

番組では、みなさんからのお手紙により旅のルー

トを決定するため、各地の「忘れられない場所、風景」

にまつわる手紙を募集しています。湯沢町の「思い出

の風景」「忘れられない風景」「みんなに伝えたい風

景」など、こころの風景とエピソードを紹介してみま

せんか？

応募期限　４月２９日（火）必着

　　　　　「にっぽん縦断こころ旅」ホームページ

　　　　　� http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

【新潟県の放送予定】　６月２日（月）、６月１５日（日）

【放送時間】　月～金　７：４５～７：５９
　　　　　  火～木　１９：００～１９：２９

　　　　　

ご応募は
こちらから
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湯沢町健康づくり計画進捗情報

　元気な町ゆざわの������������������������������������������������������������か条　

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族ののののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場ののののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ののののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康はははははははははははははははははははははみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででで守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる家族の健康、職場の健康、地域の健康はみんなで守る！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　湯沢町は、平成１５年度に町の健
康づくり計画（１０か年計画）として
「湯沢町ファミリー健康プラン」を町
民策定委員とともに策定しました。
そして、平成２５年度からは、第２次
計画が１０年後の湯沢町を見すえて
動き出しています。

　プランでは、メインスローガンを
「自然を大事に人にやさしいふれあ
いのある元気な町」とし、「からだ・
こころ・地域性」の指針を掲げ、子
ども世代・青年、壮年期世代・高齢
期世代ごとの目標をもとに取り組
みを推進しています。

⑦現役時代から地域に居場所、仲間、活躍の場を　
　作りましょう

⑧必要な情報は普段からアンテナを張って！
　　�ＩＴ利用は、マナーと正しい情報活用で快適に

⑨子どもからお年寄、ご近所、学校、職場でも　　
　気持ちの良いあいさつをしましょう

⑩ピンピンきらり「良い歯、自分の歯」で　　　　
　健康寿命を延ばそう
　　�足腰を弱らせない、人と話す、よく笑う、　　　
　　　よく食べる

①今から週に７,０００歩増！歩け ! 歩け ! 自然の中で

②早寝、早起き、３食は中身が大事
　　�減塩、バランス食、地産地消を心がけ、こころも
　　　からだもいい塩梅

③健康診断、働き盛りの責任と行動
　　�命を守るがん検診を毎年受けましょう

④親の喫煙は子どもの受動喫煙・喫煙体験を助長する
　　�特に女性は美容と健康のために禁煙を

⑤子どもの喫煙ゼロ、飲酒ゼロを目指す町！
　　�大人から意識改革！行動変容を！

⑥疲れたら休む、困ったら相談する、お互い様で、　　　
　さりげなく
　　�こころの健康づくり…学校、職場、地域の理解を　　　
　　　広げよう

　「健康寿命」を延ばし、最期まで、その人らしい、いきいきとした生活が送られることを目指して、湯沢町民の
ひとりひとりが「自分の健康は自分で守る」という観点に立ち、以下のことを意識して取り組んでいます。
　○　自分の健康に関心をもつ
　○　望ましい生活習慣で生活する
　○　健康に関する不安や問題を乗り越える力をつける
　○　健康に関する不安や問題がある時は、お互いに支えあえる

　　　�「健康寿命」とは……健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間であり、寝たきりや
　　　　　　　　　 　　　　 認知症等でなんらかの支援や介護を受けずに生活ができる期間のことをいいます。

このような考えを推進するために「健康のみちしるべ～元気な町、ゆざわの１０か条～」を推進しています。
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からだの指針………健康に関心をもち丈夫な身体をつくれる

こころの指針………たくましく生きる社会性を身につけ、こころが満たされて、いきいき楽しく過ごせる

地域性の指針………あたたかい地域で育ち・育てあえる

子ども・親世代の目標

からだの指針………自分の健康に関心をもち健康管理ができる

こころの指針………趣味や楽しみを持ち、自分にあったストレスの解消ができる

こころの指針２……こころもからだも疲れた時は十分な休養がとれる

地域性の指針………気軽にお願いのサインが出せて助けてもらえる家族・地域・職場になる

働き盛り世代の目標

からだの指針………自分らしく生活し続けるために心身の健康を維持できる

こころの指針………自分らしい生活を続け、趣味や楽しみを持ち、自分なりの役割がある

地域性の指針………住み慣れた家、地域で生活が続けられる

高齢者世代の目標

運動週間の推奨

○身近なところで運動の機会を
○運動しない人に運動のきっかけ
　づくり

歩いてマンボ！、笑いヨガなど　
ユースポ！共催事業

食育の推奨

○食育の推進と次世代への継承

〇望ましい生活習慣の定着、生活習
　慣予防、情報発信と環境づくり

男の料理教室、食生活推進員養成研
修、食育伝承授業など

たばこ・アルコール対策

○子どもへの健康教育

○受動喫煙防止、大人の情報発信

ゆざわたばこマナー普及啓発、未成
年者喫煙・飲酒防止教育など

こころの健康づくり対策

○こころの健康づくりに関心を　
　持つ人を増やす

○支援者、専門職のスキルアップ

こころの健康づくり応援隊育成　
研修、ゲートキーパー育成事など　

意識・行動・情報入手により
自分の健康を保つ

○受けやすい健診体制、選べる健診

○必要な情報を届ける

休日健診・訪問受診勧奨、健診会場
における保健指導、各種クーポン等

歯科

○口腔機能の向上

○介護予防

温水健康体操教室など各種高齢者
元気アップ事業

世代を超えた地域支え合いの町

○認知症になっても地域で自分ら
　しく生活できる支援体制

○お互い様と支え合いでいきいき
　と子育てできる支援体制

アクション農園倶楽部、かたり湯、ふ
れあい広場、ほっとサロンカフェなど

こどもからお年寄、近所、学校、
職場でも気持ちのよい挨拶を

○観光の町湯沢、住民が元気で気持
　ち良い挨拶をかわしお客様まで
　気持ちよくなる町を目指す

こころの健康づくり普及ソング、啓
発リーフレットなど

子ども・親世代、働き盛り世代、高齢者世代それぞれにおける
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性からだ、こころ、地域性」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」の３つの指針に基づく健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののののののののののののののののの目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標健康づくりの目標

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ももももももももももももももももももももも、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ののののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののののののののの声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ととととととととととととととととととととと協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働ででででででででででででででででででででで取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででででででででででいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいきききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししし込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等平成２６年度も、地域の皆さんの声と協働で取り組んでいきます。問い合わせ、参加申し込み等はははははははははははははははははははははは
健康福祉課 (保健センター　�７８４－３１４９) まままままままままままままままままままままでででででででででででででででででででででごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下さささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。までご相談下さい。
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学習の講座  ( 成人の方が対象）

公民館講座に参加し、生涯学公民館講座に参加し、生涯学習習
の輪を広げませんか？多くのの輪を広げませんか？多くの方方
からの参加をお待ちしていますからの参加をお待ちしています。。

受講は先着順となります受講は先着順となります。。

事業内容講師時間期間定員受講料講座名

日本人講師より日本語中心
に単語や文法など基礎英語
を学びます。（中学３年の教
科書を使用・申込時注文可）

西河秀行さん
１５：１０～
１６：４０

５月～１１月
（２０回）
火曜日の午後

１５名４,０００円英語入門講座

初心者向けの講座で、海外旅
行で役立つ簡単な英会話を
学びます。

ALT
１５：１０～
１６：４０

５月～１２月
（２０回）
金曜日の午後

１５名４,０００円
初級英会話講座
（昼）

最終的な目標を設定し、しっ
かりとした英語を学びます。ALT

１９：３０～
２１：００

５月～１２月
（２０回）
月曜日の夜

１５名４,０００円
初級英会話講座
（夜）

新鮮な空気の中で、たくさん
の樹木や草花と触れ合いな
がら自然観察しませんか？
（座学あり）

�橋正明さん
９：００～
１２：００

５月～１１月
（７回）

第２木曜日の午前

１０名
程度

１,５００円
「湯沢の里山魅力
探し」講座

学習の講座受講料につい学習の講座受講料についてて
＊学習の講座（英語等の学習関連）については、公民館が主催し受講料を徴収
　します。受講料は下記納入期日までに公民館事務室窓口へ受講料を添え
　受講手続きをしてください。（土日、祝祭日は納入できません。）
　納入期日　４月２１日�～５月１日�　午前９時～午後５時１５分　

＊期日までに受講手続きのない方は受講出来ません。
　また、申し込み者ご本人以外の方に代わる事は出来ません。

＊中途退講の場合、受講料は返金しません。あらかじめご了承ください。

事業内容講師時間期間受講料講座名

湯沢カルチャーセンターにて行い
ます。湯沢の伝統芸能である「雪お
ろし太鼓」です。町内の催し物等で
の発表も行います。

雪おろし太鼓
保存会

１９：００～
２０：３０

５月～３月
（２４回）

第２・第４木曜日
無料

和太鼓継承事業
（雪おろし太鼓）

【小中学生が対象】

コカリナの基礎的な練習から始め、
簡単な曲が吹けるようになること
が目標です。町内の催し物等での
発表も行います。

社会教育
指導員

１３：３０～
１５：００

４月～３月
（２４回）

第１・第３土曜日
無料

コカリナキッズ
講座

小中学生とその
保護者が対象

中学生以下対象の講座

受講の申し込みは４月１７日（木）ま受講の申し込みは４月１７日（木）までで
詳しくは次ページ詳しくは次ページにに

�� ��

英語入門講座、初級英会話講座
無料おためし体験

　英語入門講座　
　　４月１５日�
　　午後３時１０分から１時間
　初級英会話講座　
　　４月１４日�
　　午後７時から１時間

�������	
����� ��
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趣味の講座  ( 成人の方が対象）

申込対象者　湯沢町民。湯沢町にマンションを所有している方。湯沢町在勤の方。

申込期間　３月３１日（月）～４月１７日（木）　午前９時～午後５時１５分

申込方法　いずれの講座も湯沢町公民館へお申し込みください。

　　　　　　　〇湯沢町公民館事務室窓口でのお申し込み
　　　　　　　　　…窓口にある講座別申込用紙に氏名・住所（町内名）・年齢・電話番号をご記入ください。

　　　　　　　○電話・ＦＡＸ・E‐mail でのお申し込み
　　　　　　　　　…希望講座名、氏名・住所（町内名）・年齢・電話番号を記入または、お知らせください。

　＊申込者が５名以下で開講出来ない場合や、定員となり受講出来ない場合などはご連絡させていただきます。
　＊受講できる方には、後日、要項を送付いたしますので開講日等をご確認の上、ご参加ください。

申・問　湯沢町公民館　�７８４‐２４６０　�７８４‐３７３７　E‐mail� kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

����

講師時間期間定員受講料講座名

筆使いの基本を学びながら、の
し袋等が書けるよう、半紙に中
筆で基本の筆使いを一緒に学
びます。初心者大歓迎です。

南雲英二さん
１０：００～
１１：３０

５月～１１月
（２０回）
水曜日の午前

２０名

開講後
に決定

実用書道講座

自分だけの器作りをしてみませ
んか？温かく味わい深い陶芸に
チャレンジ！初心者、経験者問わ
ず募集いたします。

板鼻昭夫さん
１９：００～
２１：３０

５月～１０月
（２０回）
月曜日の夜

２０名陶芸講座

手間がかからず長持ちする花と
して、今人気のブリザーブドフラ
ワー。お部屋に飾って楽しみま
しょう。

須山美佐子さん
１３：３０～
１６：３０

５月～１１月
（７回）

第３火曜日の午後

１０名
程度

プリザーブド
フラワー講座

趣味の講座受講料につい趣味の講座受講料についてて
＊受講料は講座開講後に講師と受講生が相談して決定します。（受講者数により、一人あたりの受講料が変わります。＊受講料は講座開講後に講師と受講生が相談して決定します。（受講者数により、一人あたりの受講料が変わります。））
＊各講座内に会計係をおき、受講料を徴収します＊各講座内に会計係をおき、受講料を徴収します。。
＊全過程終了後、公民館に収支報告をしていただきます＊全過程終了後、公民館に収支報告をしていただきます。。
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保険料免除・納付猶予期間拡大することにより、
�過去２年１か月分の免除申請ができるようになります。
�災害・失業などを理由とした免除（特例免除）は、災害・失業などの前月から災害・失業などがあった年
　の翌々年の６月までの期間について、特例免除の申請ができるようになります。

　４月より、国民年金の保険料の
　免除ができる対象期間が拡大されます

　国民年金は、所得が少ない
時や失業等により保険料を納
付することが経済的に困難な
場合、保険料の免除を申請す
ることができます。

【必要書類】
〇申請書１枚の申請書で申請できるのは７月から　
　翌年の６月までの１年度分です。（学生納付特例　
　は４月から翌年の３月までの１年度分）
※複数年度分の申請をする場合は年度毎に申請書
　の提出が必要です
〇年金手帳
〇災害や失業したこと等により申請を行うときは　
　災害による被害額や失業等の証明書類
〇学生納付特例の申請を行うときは在学期間がわ　
　かる在学証明書の原本または学生証のコピー

【注意事項】　
●２年１か月前の月分までの申請ができますが、
　申請が遅れると万一の際に障害年金などを受
　け取れない場合や失業などの特例免除が受け
　られない場合があります。
●申請期間に対応する前年所得に基づき、審査
　を行いますので、免除が承認されない場合が
　あります。　

問　湯沢町役場町民課　�７８４－３４５３　　　　
　　六日町年金事務所　�７１６－０８００　

越後湯沢温越後湯沢温泉泉

雪まつ雪まつりり
　３月１日に行われた、恒例の越後湯沢温
泉雪まつり。当日は天気にも恵まれ、たく
さんのお客様で賑わいをみせました。
　第５２代ミス駒子のお披露目や、雪中み
こし、雪おろし太鼓、たいまつ滑降＆湯沢
冬花火など、会場に訪れた皆さんを大いに
魅了しました。

澤井友梨さ澤井友梨さんん
（東京都在住（東京都在住））

川崎彩乃さ川崎彩乃さんん
（東京都在住（東京都在住））

高橋茉由さ高橋茉由さんん
（湯沢町在住（湯沢町在住））
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　・幼児児童健全育成事業����������管内小学校での絵本の読み聞かせ事業に取り組みます。

　・魚沼ビジネス交流事業����������管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援します。

　・広域交流ミーティングパーティー事業���未婚男女に出会いの場を提供します。

　・魅力発信・産業イノベーション事業����多産業にまたがる販促事業を支援します。

　・国際観光推進事業������������国際観光を推進する事業を支援します。
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予算枠�１００万円

対　象�団体が行う、快適でうるおいのある地域を創りあげる
　　　　ためのコミュニティ活動
　　　※飲食・物販等、一過性のイベント活動自体を目的と
　　　　した事業、また、行政区単位・旧村単位などで例年　　
　　　　行っているような地域独自のイベントや祭礼も　　　
　　　　対象外となります。
　　　※補助回数が４回目の団体については補助額が３分の２、
　　　　５回目は２分の１に減額となり、６回目以降は対象外　
　　　　となります。

補助額�事業費から事業収入・その他寄付金などを差し引いた
　　　　額を補助対象費とし、予算の範囲内で補助します。　　
　　　　補助限度額は、補助対象費の３分の２以内とし、　　　
　　　　上限は１０万円です。

平成２６年度

�������	�

予算枠�１２０万円

対　象�・地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための
　　　　　後継者育成事業
　　　　・伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業

補助額�事業費から事業収入・その他寄付金などを差し引いた
　　　　額を補助対象費とし、予算の範囲内で補助します。　　
　　　　補助限度額は、補助対象費の３分の２以内とし、　　　
　　　　上限は１５万円です。

��������

予算枠�３２０万円

対　象�・南魚沼地域内外から集客があり、地域の活性化を図る
　　　　　イベントを行う団体の活動
　　　　・地域の広域的なまちづくり活動

補助額�事業費から事業収入・その他寄付金などを差し引いた
　　　　額を補助対象費とし、予算の範囲内で補助します。　　
　　　　補助限度額は、補助対象費の３分の２以内とし、　　　
　　　　上限は５０万円です。
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26 年度 1期（4～ 6月）教室スタート！26 年度 1期（4～ 6月）教室スタート！！！

�����������������

対　中学生以上　

内　音楽に合わせて動き続ける体脂肪燃焼系アクア

場　エンゼルグランディア越後中里

日　5/12 ～ 7/22（全 11 回）
　　毎週月曜　19：30 ～ 20：20
　　※ 7/21 は 7/22 に振替

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

���

対　16歳以上　

内　幅広い年齢層の方が自分の体力に合わせて参加できる　
　　健康法です。

場　カルチャーセンター

日　4/4 ～ 6/13（全 11 回）　
　　毎週金曜　13：30 ～ 15：00

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����������	
�����木夜

対　中学生以上　

内　水の浮力でラクラク動けます。体力に自信のない方も　
　　大丈夫！

場　健康増進センター内プール

日　4/3 ～ 6/19（全 11 回）
　　毎週木曜　19：30 ～ 20：20
　　※ 5/15 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����������	
����火夜

対　中学生以上　

内　水の抵抗を最大限利用してしなやかな筋肉を作ります！

場　健康増進センター内プール

日　4/1 ～ 6/24（全 11 回）
　　毎週月曜　18：30 ～ 19：20
　　※ 4/30 は 5/6 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����夜

対　中学生以上　

内　様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を　　
　　高めます。肩こり・腰痛・不眠などにも効果的！

場　カルチャーセンター

日　4/1 ～ 6/24（全 11 回）
　　毎週火曜　19：30 ～ 21：00　　
　   ※ 4/29、5/6 は休み。5/13 は 5/12 に振替

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

����昼昼

対　16歳以上

内　様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を　　
　　高めます。肩こり・腰痛・不眠などにも効果的！

場　カルチャーセンター

日　4/2 ～ 7/2（全 11 回）
　　毎週水曜　13：30 ～ 15：00　　
　　※ 4/9、4/30、5/14 は休み　

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������		
��夜

対　中学生以上　

内　身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなやかに
　　します。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くなります。

場　カルチャーセンター

日　4/3 ～ 6/26（全 11 回）
　　毎週木曜　20：00 ～ 21：00
　　※ 5/15、6/12 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������		
��昼昼

対　16歳以上　

内　身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなやかに
　　します。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くなります。

場　カルチャーセンター

日　4/3 ～ 6/26（全 11 回）
　　毎週木曜　13：30 ～ 14：30　
　　※ 5/15、6/12 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

　　　　〒 949 ー 6102　湯沢町神立 628 ー 1　湯沢カルチャーセンター内

　　　　●電話・ファックス　　� 785 ー 2123 　� 785 ー 6911
　　　　●受付時間　　　　　　9：00 ～ 21：00　
　　　　●ホームページ　　　　http://www.youspo.net　　� info@youspo.net

申・問　NPO法人 ユースポ！

日：日時・期間　　場：会場　　内：内容　　対：対象・定員　　費：参加費・入場料　　持：持ち物　　申：申し込み　　問：問い合わせ

月夜
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26 年度会員募集中26 年度会員募集中！！ユ ー ス ポ ！
��������

対　16歳以上　

内　音楽に合わせて楽しく身体を動かしながら　　　　　　
　　シェイプアップ�

場　カルチャーセンター

日　4/3 ～ 6/19（全 11 回）
　　毎週木曜　10：00 ～ 11：00
　　※ 5/15 は休み

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������

対　中学生以上　

内　自身の体重を利用し、様々な運動を連続して行う
　　アメリカ仕込みのエクササイズです

場　カルチャーセンター

日　4/4 ～ 6/13（全 11 回）　
　　毎週金曜　19：00 ～ 20：00　

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������	�
����

対　16歳以上　※初心者向けの講習会です

内　トレーニングマシーン使用方法を伝授します

場　カルチャーセンター
　　トレーニングルーム

日　4/23（水）　10：30 ～ 11：30

費　会員：無料　非会員：500 円
　　（トレーニングルーム使用料別途）

持　運動のできる服装、タオル、飲み物、内履き、
　　会員証（ユースポ！会員のみ）　事前申込不要
　　当日ユースポ！窓口までお越しください

�������	�

対　高校生以上　

内　リズムにのってパンチやミット打ちをする、
　　新しいスタイルのボクシングです

場　カルチャーセンター

日　4/11 ～ 6/20（全 11 回）　
　　毎週金曜　20：00 ～ 21：00　

費　会員：5,500 円　非会員：8,800 円

�������	
�
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　　対　小学 3～ 6年生の女子

　　内　バレーボールで仲間づくり！　チームの一体感を味わおう！

　　場　カルチャーセンター

　　日　4/1 ～翌 3月末　
　　　　毎週火曜　19：00 ～ 21：00　毎週土曜　9：00 ～ 12：00
　　　　4/1（火）19：00 ～　保護者説明会（カルチャーセンターにて）

　　費　3・4年…12,000 円（分割前期 6,000 円）
　　　　5・6年…15,000 円（分割前期 7,500 円）

�������	
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対　保育園・幼稚園年中～小学 3年生

内　楽しく体を動かしながら基礎運動能力・体力の

　　向上を！

場　カルチャーセンター

日　4/16 ～翌 3月 25 日
　　毎週水曜　18：00 ～ 19：30
　　4/16（水）17：45 ～　保護者説明会
　　（カルチャーセンターにて）

費　年間 12,000 円（分割前期 6,000 円）

�������	
	���

対　中学生女子

内　チームで力を合わせて取り組む一体感は格別です。
　　さらなるレベルアップを目指します。

場　カルチャーセンター

日　4/7 ～翌 3月末　
　　毎週月曜　19：00 ～ 21：00
　　4/7（月）19：00 ～　保護者説明会
　　（カルチャーセンターにて）

費　年間 10,000 円

別途ユースポ！年会費・保険料が必要です

別途ユースポ！年会費・保険料が必要です 別途ユースポ！年会費・保険料が必要です
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対象となる事故の範囲（学校管理下を除く）
　・加入手続きを行った「団体の管理下」における団体活動中の事故
　・加入手続きを行った団体が指定する集合・解散場所と、被保険者の自宅との
　　通常の経路往復中の事故

保険期間
　毎年４月１日午前０時より翌年３月３１日午後１２時まで
　�４月１日以後の場合、加入手続日の翌日午前０時から有効
　　ですが、終期は同様の３月３１日午後１２時となります。

掛金
　１人８００円から１,８５０円まで（活動内容により異なります）。
　（ただし、危険度の高いスポーツ活動は１１,０００円）

補償について
　補償額等の内容は加入区分により異なります。入院・通院について治療日数１日目から補償されます。

　

加入手続き
　（１）団体活動を行う５名以上の方々でご加入ください。加入者ごとに加入区分をご選択ください。
　（２）所定の加入依頼書（銀行の振込依頼書付）に記入の上、掛金と一緒に指定銀行の窓口にお出しください。
　（３）銀行から加入依頼書（銀行の領収印押印済）が返却されますので、大切に保管してください。保険金及び見舞
　　　  金を請求する際に必要となります。あとは銀行が必要な書類をスポーツ安全協会新潟県支部へ送ります。
　（４）加入依頼書は湯沢町公民館及び湯沢カルチャーセンター窓口にあります。

インターネットからの加入受付
　インターネット加入もできるようになりました。加入依頼書での加入とどちらか選択ができます。インターネット
　からの加入手続きは、スポーツ安全協会ホームページ【 http://www.sportsanzen.org/ 】をご覧下さい。

　問　スポーツ安全協会新潟県支部　�０２５－２８７－８０８０（新潟県体育協会内）

����������	
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(公財 )スポーツ安全協会が契約者となり、５名以上のアマチュアのスポー
ツ、文化活動、ボランティア活動、地域活動などをおこなう「社会教育関係
団体」のメンバーを被保険者として、損害保険会社との間で傷害保険（突然
死葬祭費用保険を含む）および賠償責任保険を一括契約した補償制度です。

※「家族だけで活動する団体」「プロスポーツを行う団体」「営利活動を目的
とする団体」等は「社会教育関係団体」となりませんのでご注意下さい。

 突然死葬祭費用保突然死葬祭費用保険険 
突然死（急性心不全、脳内出血な

どによる死亡）に際し、親族が負
担した葬祭費用を補償

　賠償責任保賠償責任保険険　
他人にケガをさせた、他人の物
を壊したことにより、法律上の
損害賠償責任を負うことによっ
て被った損害を補償

　傷害保傷害保険険　
急激で偶然な外来の事故により
被った傷害による死亡、後遺障害、
入院、手術、通院を補償（保険金は、
医療費の実費ではなく１日当りの
定額保険金が支払われます。）
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　12日�
　13日�
　19日�

　10日�
　14日�
　15日�
　16日�
　18日�
　22日�
　23日�
　25日�

　28日�
　30日�

湯沢小学校
新学級編制発表
ＰＴＡ正副会長会
湯沢学園（湯沢小・湯沢中）開校記念　
テープカット式、始業式
入学式、1学年ＰＴＡ（役員選出）
発育測定（1～ 3年）
全国標準学力検査（2～ 6年）
地区子ども会
発育測定（4～ 6年）
全国学力・学習状況調査
安全教室、尿検査、専門委員会
1年生歓迎会、学習参観日（5限）、
ＰＴＡ・後援会総会
知能テスト
湯沢町保・小・中一貫教育研究協議会総会

湯沢中学校
　12日�
　13日�
　17日�
　19日�

　10日�
　11日�

　15日�

　16日�
　17日�
　18日�
　22日�
　23日�
　24日�

　25日�

　28日�
　30日�

新学級編制発表
ＰＴＡ正副会長会
新 7年制事前指導
湯沢学園（湯沢小・湯沢中）開校記念　
テープカット式、始業式、入学式準備
入学式、7学年ＰＴＡ
集会指導、部集会、7年生部活動見学　
開始（22日まで）
ＰＴＡ地区委員会、後援会代議員会、　
学年委員会、小中合同正副会長会
ＮＲＴ（国、数、英）、児童生徒会オリ　
エンテーション
ＮＲＴ（社、理）
発育測定
ＰＴＡ、専門部会、評議員会、小中合同会議
全国学力・学習状況調査（9年生）
専門委員会、尿検査
部集会（1年生入部）、部活動夏時間　
開始【午後 6時 30 分まで】
1年生歓迎会、学習参観日（5限）、
ＰＴＡ・後援会総会
知能テスト、基礎テスト国語①
湯沢町保・小・中一貫教育研究協議会総会

�������

日　４月２７日�　午後２時～　（開場：午後１時３０分）

場　南魚沼市民会館　大ホール

費　入場無料です。お気軽にお越し下さい

�演奏曲目　歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」
　　　　　　Ｊ－ＰＯＰメドレー、山田耕筰メドレーなど

問　六日町高等学校　小倉　�７７２－３２２４

六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽六日町高校吹奏楽部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８第８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回  定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催定期演奏会開催 ������

（前年比）２月２８日現在２月届出分

（＋３４）４,１８７男１出生

（ー２２）４,１６５女１６死亡

（＋１２）８,３５２計２７転入

（＋８４）３,５３３世帯２０転出

増減平成２５平成２６

＋４件１０件１４件発 生 件 数

－１人１人　０人死 亡 者 数

＋１７人１４人３１人負 傷 者 数

（１月１日～２月２８日）

�������	
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������　　�������　　　　※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内）�７８４－３１４９

　予防接種の予約電話番号：０２５－７８０－６３１３　　　　予約受付時間：月～金曜日の１４：００～１６：００

�������	
����　※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内）�７８４－３１４９
会場・時間日程・内容（＊は軽作業を行います）電話番号実 施 主 体事業名

やすらぎ荘
１０:００～１５:００

２２＊１５＊８＊１＊７８４ ー４１１１湯沢町社会福祉協議会ふれあいサロン
（毎週火曜日）

２４＊１７＊１０
調理実習

３＊７７０ ー １３３１地域生活支援センター
みなみうおぬま

コスモス
（毎週木曜日）

※初めて参加される方は保健センターまでご連絡ください。
※福祉センター（９:５５出発）からやすらぎ荘までは送迎バスが運行されています。
※参加費５０円と主食（ご飯、おにぎりなど）が必要です。

������������������������������������������������������������������������������������������������������ ����

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内）�７８４－３１４９　�������
会 場時 間対 象種 目日

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付１日�

総合福祉センター１３:００集合平成２４年８月～９月生まれ１歳６か月児健診４日�

総合福祉センター

１０:１５集合平成２５年２月～３月生まれ１歳児健診

８日� ９:００集合平成２４年２月～３月生まれ２歳児健診

１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付

総合福祉センター９:３０集合平成２５年８月～９月生まれ６か月児健診
１５日�

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付

総合福祉センター１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母子手帳交付２２日�

※問い合わせ　町民課町民生活班 �７８４－３４５３　ごみ収集　

三 国 ･ 三 俣神 立 ・ 土 樽湯 沢 西
（ マ ン シ ョ ン ）湯 沢 東出 し 方区 分

�・�・�（２９日は休み）�・�・�指定袋に入れる。も え る ご み

２日４日１日３日指定袋に入れる。ペットボトル・白トレイ・
　　　　　　発泡スチロール

９日・２５日９日・２５日８日・２４日８日・２４日指定袋に入れる。その他のプラスチック容器包装類

２３日１８日２２日１７日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル

１６日１１日１５日１０日新 聞 紙 ・ 雑 誌

４日２日３日１日
指定袋に入れる。
袋を二重にしないこと。

缶

１１日１６日１０日１５日び ん

１８日２３日１７日２２日そ の 他 不 燃 ご み

３０日３０日３０日３０日指定袋に入れる。有 害 ご み

※ごみの減量化・資源化にご協力ください。

������　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※問い合わせ　総務課　庶務班�７８４－３４５１

　４月１０日�　午後１時３０分～　　　湯沢町公民館　会議室１　　　相談委員　上村  憲夫
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 受　付 　 午前：８時３０分～11時３０分　※眼科は全ての曜日で１０時まで。
　　　  　 午後：１時３０分～1４時３０分　※火・木曜日の眼科は３時までとなりますが、予約の患者様のみとなりますのでご了承願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ※予約のある方は、上記の受付時間と異なっても予約票に記載された時間内にお越しください。

 診　察 　 午前：９時～　
 午後：２時～　※火曜日の整形外科は３時から。
 （整形外科の午後の診療は、手術等で休診になることがあります。）

 その他 　 「予約あり」の診察では予約のある方が優先となります。
 都合により担当医が一部変更となる場合があります。 
　　　　　　往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

 問　湯沢町保健医療センター
  　   ℡  １８６-０２５-７８０-６５４３
     　℡  ７８０-６５４４ （歯科）

 診療日・休診・代診のご案内 　
�外科・・・・・ ９日（水）から谷山医師の診察となります。
�内科・・・・・ 平井医師は転勤となりますので、診察はありません。９日（水）、井上医師の診察は休診となります。
�眼科・・・・・ 木曜日窪田医師から岩�医師に変更になります。火・木曜日の午後診察は再診予約診療のみとなります。
　　　　　　　　 土曜日の眼科診察は現在調整中です。お問い合わせ下さい。
�小児科・・・・ 中島医師の診察は４日（金）です。午後診察は再診予約診療のみとなります。
�歯科・・・・・ ４日（金）午後と２２日（火）は休診です。土曜日の休診は、５日・２６日となります。
�口腔外科・・・ 担当医師の診察は、２日（水）・９日（水）・２３日（水）となります。

　※眼科のコンタクト外来は１０日（木）・２４日（木）です。【完全予約制 �０２５－７８０－６５４３】
　※歯科・口腔外科診察は完全予約制です。診察をご希望の方はお電話【�０２５ー７８０－６５４４】でお問い合わせください。    

���������������	
���������
土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日
午前午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

川 口川 口� 田� 田休
診
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
。）

宮 崎
（３:００～４:３０）宮 崎整形外科

谷 山
９日から外 科

浅 井中 山中 山浅 井鈴 木高 橋浅 井井 上井 上内 科 ①
予約あり

西 谷土 屋井 上
９日休診井 上鈴 木鈴 木西 谷内 科 ③

予約あり

担当医師土 屋土 屋内 科 ⑤
予約なし

担当医師中 山鈴 木鈴 木井 上浅 井中 山中 山担当医師担当医師内 科 ⑥
予約なし

担当医師
（調整中）

� �
再診予約
診察のみ

� �
（１０:００まで）

加 藤
再診予約
診察のみ

加 藤
（１０:００まで）眼 科

４日中島
再診予約
診察のみ

４日中島有 本有 本小児科

井 上
浅 井
１１日のみ

上 平
西 谷

上平医師は検査のみ

鈴 木
井 上
９日のみ

西 谷
西 谷高 橋西 谷浅 井検 査

（内視鏡等）

笠 原
５日・２６日休診

笠 原
４日休診

笠 原笠 原笠 原笠 原
担当医師
２日・９日・２３日

笠 原
担当医師
２日・９日・２３日

笠 原
２２日休診

笠 原
２２日休診

笠 原笠 原歯科
口腔外科

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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※
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◎
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
休
診
で
す
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
）。

※
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相 談 員相談日

佐藤　佳子青山　　薫４月 1２日（水）

腰越　秀子高橋　昌也４月１６日（水）

【会場】総合福祉センター　※時間は午後１時～４時です。
時間中はお電話（℡７８４－４１１３）での相談もできます。

��������

時間開催日会場

１０:００～１１:３０２５日�１１日�神立中央集会場（田中）

１０:００～１１:３０２２日�８日�神立中央会館（栄町）

１０:００～１１:３０１５日�８日�農山村総合開発センター
（※内履きを持参ください） ２２日�

１０:００～１１:３０３０日�１６日�下 湯 沢 公 民 館

１０:００～１１:３０１８日�１１日�総 合 福 祉 セ ン タ ー
２５日�

【問い合わせ】　地域包括支援センター　℡７８４－３０００

����

時間開催日会場

１０:００～１１:００１７日�総 合 福 祉 セ ン タ ー

笑いの体操とヨガの呼吸法を組み合わせた
「ただ笑うだけ」の画期的な運動法です！
【問い合わせ】　NPO法人ユースポ！　℡７８５－２１２３

�������	
���������

　【持ち物】タオル、飲み物　 　　【参加費】１回  ２００円

���
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※
３
月　

日
ま
で
の
届
出
分
。

１３

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ゆ
ざ
わ
の
音
声
訳
C
D
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。　

℡
７
８
４
・
４
１
１
１

※土曜日の外科は午後 12時～翌朝 6時まで。
※必ず受診前に電話で症状を伝え、対応可能かどうか確認してください。

※
救
急
診
療
当
番
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に   

 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※問い合わせ 日曜・祝日 休日救急診療所 ℡ 773 － 6688

 その他の日 南魚沼市消防本部 ℡ 782 － 1991
   （テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療 斎藤記念病院 ℡ 773 － 5111������������������������������������������ ��������������������� ��������������������� ��������������������� ��������������������� ��������������������� 																					�������	 ����������������������
外　　科内　　科受　付　時　間日

六 日 町 病 院�７８０－６５４３湯沢町保健医療センター１３：３０   ～  １６：００
５�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
６�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７８３－５５００中 山 医 院１３：３０   ～  １６：００
１２�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
１３�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７７５－２００９城 内 診 療 所１３：３０   ～  １６：００
１９�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
２０�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７８２－６６８８風 間 内 科 医 院１３：３０   ～  １６：００
２６�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
２７�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所９：００   ～  １６：００
２９�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００
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